
菅
笠
の
書
法

札
挟
の
書
法

納
札
七
度
廻
り
し
は
赤

紙
札
十
四
度
よ
り
宵
紙

し方十
八
度
よ
り
黄
紙

L
 
木二
十
一
度
よ
り
は

白
札
杖 年

来
遍
路
の
希
い

9

.

 

り
，

1
9
,
.
,
9
9
~

~, 

9

9

 

四
國
遍
路
道
中
維
誌

ね

が

ふ

い

と

な

み

ウ

ナ

ガ

サ

ッ

キ

ヒ

八
十
八
ヶ
所
え
饗
場
を
遍
路
し
奉
ら
ん
こ
と
を
希
と
い
へ
ど
も
、
世
の
螢
に
促
る
4
ま
4
空
く
光
陰
を
送
る

は

ぺ

お

り

こ
と
絃
に
年
有
し
が
、
何
時
か
は
佛
緑
に
も
班
ら
ま
し
を
思
ふ
時
か
ら
、

し
も
つ
ゐ
備
中
之
國
兒
島

丙
余
歳
十
九
山
陽
之
地
二
遊
暦
〔
歴
〕
し
、
播
備
之
雨
州
を
継
て
下
津
井
の
湊
郡
人
家
千
餘
軒
に

オ
な
り

の
年

申

天
保
七

ス
ゲ
ガ
サ
奉
遍
路
四
國
八
十
八
ヶ
所
南
無
大
師
遍
照
金
剛
井
四
句
之

ど
う
ぎ
や
う

文
闊
所
性
〔
姓
〕
名
同
行
何
人
、
又
は
壺
人
な
ら
ば
二
人
と

海
上
七
り
、
船
貸
〔
賃
〕
七
十
賦
文
、
渡
海
し
、
渉
笠

切
手
錢
十
三
文
、
毎
夜
出
船
有

船
を
求
て

と
南
無
大
師
遍
照
金
剛
其
字
を
雨
脇
二
雷
、
中
行
奉
遍
證
〔
路
〕
四
國
八
十
八
ヶ
所
同
行
何

札
快
〔
挟
〕
人
と
書
也
。
井
二
國
所
性
〔
姓
〕
名
を
認
む
。
壼
寸
五
六
分
二
五
寸
位
の
板
二
枚
を
合
せ

書
、
二
人
な
ら
ば
三
人

書
こ
と
此
地
の
法
也
。

し
も
の
、
此
間
二
納
札
を
入
る
4

也
。
札
所
井
二
接
持
〔
待
〕
所
井
宿
屋
等
二
而
は
此
札
一
枚
ヅ
、
を
皆
置
こ
と
也
。
此
國
に
而

は
至
而
此
札
を
尊
信
す
る
こ
と
也
。
右
柄
〔
納
〕
札
二
も
右
之
如
く
雷
し
る
す
也
し
七
度
廻
り
し
も
の
は
赤
紙
札
を
納
む
。
十
四

杉
の
木
に
て
角
二
削
る
。
上
の
方
を
五

度

よ

り

青

紙

納

、

十

八

度

よ

り

黄

紙

札

、

廿

一

度

よ

り

上

は

皆

文

字

な

し

の

白

札

丈

（

註

1
)

を
納
む
。
其
威
徳
不
思
議
有
し
こ
と
は
追
々
巻
中
二
し
る
す
故
に
こ
4

に
略
す
。
輪
二
剛
〔
彫
〕
、
何
メ
w
l
F
夭
の
五

し

こ

く

兼
而
阿
讃
土
豫
の
地
は
、

べ，ー
ー
ー

i —

-
l
-
A
9
!
；

巻
之 だ弘

法
大
師
の
遺
跡
多
く
し
て
雲
験
威
徳
著
し
き
と
聞
し
か
ば
、

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

,,. 
,．，．，；
3
9
,
＇ 

ー

_
 

↑

‘,1t 

（
巻
之
一
）

縦
二
十
ニ
セ
ン
チ
、
横
十
五
セ
ン
チ
四
ミ
リ
の
半
紙
判
の
三
巻
の
草

稿
。
上
巻
本
文
四
十
丁
。
中
巻
四
十
五
丁
。
下
巻
十
九
丁
。
弘
化
元
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何
時
か
は
烏
藤
を
曳
て

五

十

瀬

松

浦

弘
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＇
i

文
部
省
史
料
館
蔵

瑕
名
の
ル
ビ
及
び
カ
ッ
コ
内
の
正
誤
は
校
訂
者
で
あ
る
。

の
と
き
の
四
國
八
十
八
ヶ
所
震
場
参
拝
紀
行
。
句
讀
貼
と
濁
貼
、
平

年
(
-
八
四
四
）
郷
里
伊
勢
で
書
い
て
い
る
。
天
保
七
年
、
十
九
歳

i 



諧
岐
富
士

綿
畑
多
し

櫂
堀
光
明
庵

）
 

と
き

船
上
り
切
手

三
ヶ
月
五
ヶ
月
も

懸
る

四
國
遍
路
道
中
維
誌

詠
歌

巻
之

城
下
を
出
て
少
し
南
二
出
れ
ば

〇
此
虞
よ
り
宇
多
津
へ
行
に
は

下
遍
路

と
き
川

松
領
な
り
。
是
よ
り
東
は
懸
濱
多
し
。
ま
た
北

と
云
有
。
此
川
よ
り
西
は
丸
雀
領
に
し
て
、
東
は
高

．
．
．
，
こ

9
，
じ
．
‘
：9,．1
,
u
i
j
u
l
,
9
,
.

：
.
J

ク
4
3
;
l
,
．
，
.
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•
9
9
9
9
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9
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i
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9
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翌
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i

ー
旦
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逗q
-
l
`
-
-
-

—i
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-
逗
頃
―
U
n
n運＇
重
遍i

遍
路
に
魚
類
を
買

ら
ず
御
逼
路
様
と
て
辱

崇
す
る

上
遍
路

中
遍
路

一
而
は
日
々
人
の
門
ロ
ニ
立
而
、

丸
鑑

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

に
身
を
や
っ
し
て
、

字
を
四
面
に
し
る
し
置
也
。
杖
の

こ
と
又
巻
中
二
委
し
く
出
す
。

ち
な
み

遍
路
の
順
程
を
柳
因
あ
る
信
者
に
も
見
せ
ば
や
、

わ
き
ま
へ

の
辮
な
き
婆
子
に
も
見
せ
ま
ほ
し
く
覺
え
候
儒
二
、

つ
ま
び
ら
か

し
、
又
は
堂
塔
、
坊
舎
多
き
璽
場
は
其
境
内
二
山
色
風
光
を
審
に
し
て
、

震
場
に
法
緑
を
結
バ
し
め
、
大
師
創
業
時
の
志
給
ふ
苦
辛
を
感
じ
て
、

け

み

す

ゐ

一
度
此
書
を
閲
る
も
の
は
座
な
が
ら

(
r

、
)

長
程
を
歩
ミ
、

阿
州
四
十
八
丁
道
五
十
七
里
、
讃
岐
三
十
六
丁
道
三
十
四
里

半
、
豫
州
百
十
九
里
半
、
土
州
五
十
丁
道
九
十
四
里
半
。

に
し
て
三
百
八
十
餘
里
の

ひ
、
興
を
誤
こ
と
多
け
れ
ば
、
只
筆
記
の
ま
4
を
候
名
も
て
見
や
す
か
ら
ん
が
為
に
し
る
す
。
扱
巻
中
月
日
の

こ
と
は
是
ま
た
贅
物
た
り
し
か
ば
し
る
さ
ず
。
只
簡
な
ら
ん
こ
と
を
主
と
す
れ
ば
な
る
べ
し
。
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八
十
八
ヶ
所
之

讃
州
那
珂
郡
城
主
京
極
佐
渡
守
。
此
城
慶
長
年
間
よ
り
生
駒
家
在
せ
し
が
事
有
而
、
寛
永
十
八
年
よ
り
山
崎
甲
斐
守

丸

編

是
二
住
し
、
其
後
萬
治
元
年
よ
り
京
極
家
住
す
。
城
下
市
町
一
萬
餘
軒
。
繁
華
の
湊
な
り
。
是
よ
り
多
度
津
戴
り
。

ふ
だ
し
よ

金
毘
羅
山
金
鳥
井
〔
居
〕
に
〔
よ
り
〕
百
五
十
丁
、
又
札
所
に
直
二
行
時
は
七
十
八
番
宇
多
津
の
道
場
寺
ヘ
―
―
―
十
丁
也
。
然
れ
ど
も

ざうづさん

先
元
束
余
も
信
仰
の
こ
と
な
り
し
か
ば
、
是
よ
り
象
頭
山
に
参
詣
を
致
し
け
る
。

〇
扱
四
園
遍
路
の
輩
は
此
地
の
風
二
而
魚
類
を
賣
こ
と
を
せ
ず
。
ま
た
御
遍
路
様
と
て
至
極
尊
崇
す
る
こ
と
也
。
ま
た
此
地

く

ど

く

一
手
一
錢
の
功
徳
を
う
け
て
廻
る
も
の
を
上
遍
路
と
云
ひ
、
左
も
せ
で
廻
る
も
の
を
中
遍
路

づ

だ

合
力
を
連
是
二
荷
物
を
負
ハ
セ
て
歩
行
を
下
遁
路
と
云
る
也
。
其
故
信
心
之
輩
は
皆
首
二
頭
陀
を
懸
、
札
挟
に
笠
杖
を

な
づ
け

と
披
、

が
ふ
り
き

装
ひ
、
一
手
一
錢
の
合
力
を
受
て
廻
る
が
故
に
、
四
百
里
二
不
＞
満
道
な
れ
ど
も
三
十
日
、
五
十
日
か
A

り
て
廻
る
も
の
わ
な

く
、
皆
三
五
ヶ
月
も
懸
る
こ
と
也
。
故
、
ー
此
四
國
の
内
二
而
頓
死
、
病
死
等
二
而
も
有
而
は
、
其
所
の
例
を
受
べ
き
手
形
を
持
、

別
て
此
丸
編
二
而
船
上
り
切
手
と
云
る
も
の
を
も
ら
ひ
行
こ
と
な
り
。
其
切
手
は
上
陸
の
上
問
屋
二
行
而
、
船
改
所
二
國
元
の

寺
、
往
来
を
書
認
め
も
ら
ふ
こ
と
也
。
右
之
代
錢
八
十
五
文
也
。
此
船
揚
り
を
持
た
ざ
る
も
の
は
、
土
州
甲
の
浦
の
番
所
等
ニ

而
甚
鄭
ヶ
敷
云
て
通
さ
ゞ
る
こ
と
也
。
故
二
遍
路
の
衆
は
皆
失
念
な
く
此
湊
二
而
揚
り
切
手
を
取
行
か
る
べ
し
。

櫂
堀
光
明
庵
と
い
へ
る
有

本
尊
阿
禰
陀
如
束
。
道
隆
寺
よ
り
は
半
り
東
也
。
多
度
津
街
道
よ
り
右
の

ほふねんしやうにん

方
、
法
然
上
人
の
櫂
を
も
て
堀
給
ひ
し
と
。
其
跡
二
浦
水
涌
出
る
な
り
。

南
無
と
い
ふ
阿
禰
陀
の
櫂
と
ご
で
〕
ほ
る
浦
水

ふ
つ
ふ
つ

何
時
の
世
ま
で
も
佛
々
と
わ
く

と
有
。
聯
か
の
道
場
な
れ
ど
も
元
祖
上
人
廿
五
盪
場
順
拝
の
輩
は
、
皆
こ
4

に
札
を
納
め
て
行
る
な
り
。
此
邊
り
綿
畑
多
し
。

土
地
至
極
肥
沃
に
し
て
農
家
富
り
。
又
城
下
よ
り
西
金
毘
羅
街
道
を
行
こ
と
一
り
斗
に
し
て
、
道
よ
り
左
り
の
方

（註
3
)
し

き

な

い

．

ぷ

つ

ば

ん

式
内
な
り
。
飯
村
二
有
。
此
誹
社
の
上
に
飯
野
山
と
い
へ
る
佛
飯
を
盛
り
し
如
き
山
有
。
小
松
繁
茂
し
さ
い
ぎ
や
う
西
行

到
而
き
れ
ゐ
な
る
山
也
。
是
を
此
邊
り
に
而
は
讃
岐
富
士
と
い
へ
る
よ
し
な
り
。
又
山
の
北
二
嘗
り
て

飯
野
神
社と

い

へ

る

も

の

少

し

斗

西

等

い

ろ

／

＼

名

所

古

跡

多

し

。

然

れ

ど

も

只

一

度

二

度

往

束

、
其
邊
り
の
名
所
古
跡
を
審
に
す
る

三

本

松

蛙

の

梅

讃

富

豊

の

社

有

。

又

井

て

二

嘗

て

を

セ

し

斗

の

こ

と

故

ニ

ロ
ハ
筆
記
の
ま
4

を

し
る
す

み

や

う

ふ

で

名
を
誦
せ
り
し
こ
と
、
今
活
書
し
て
置
ん
と
禿
筆
を
始
む
。

じ
つ

然
れ
ど
も
其
文
様
些
も
潤
色
加
ふ
る
時
は
賓
を
失

V
(
）
 

三
百
八
十
餘
里
の

道
程

一
度
に
せ
よ
南
無
大
師
遍
照
金
剛
の
稲

一
小
冊
を
懐
に
し
て
日
々
の
順
路
、
村
名
、
里
程
を
し
る

（註
2
)

又
は
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十
二
景

七
十
八
番
道
場
寺

宇
多
津
村

海
邊
は
皆
盤
濱
営

國
第
一
番
の
産
物

象
頭
山
金
毘
羅
大

椛
現

逆
木
の
門

下
馬
石

さ
や
橋

四
國
逼
路
道
中
雑
誌
巻
之

詠
歌

お
ど
り
は
ね
念
佛
ま
う
す
道
場
寺
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ニ
而
御
守
を
う
る
。
壷
匁
戴
分
よ
り
拾
賦
匁
、
百
賦
十
匁
、
壼
貫
戴
百
匁
等
有
と
。
此
札
の
こ
井
向

あ
や
し
（
註

4
)

呻
~
殷
茶
所

と
に
而
は
奇
怪
き
話
し
も
有
ど
も
、
い
づ
れ
も
浮
屠
の
忘
〔
妄
〕
説
に
し
て
し
る
す
二
た
え
ず
。
て
て

さ
か
き

此
門
を
逆
木
の
門
と
も
云

賓
塔

て
正
面
（註
5
)

遣
ひ
し
と
。
長
曾
壁
〔
我
部
〕
宮
内
少
輔
元
親
の
建
立
な
る
よ

石
階
を
越
こ
ん
だ
ぅ
本
尊
十
一
面
観
音
。
左
り
の
方
山

金

堂

の
崖
二
営
時
普
請
二
付
勧
進
所

象
頭
山
金
毘
羅
大
槽
現

祭
紳
金
山
彦
尊
。
此
山
の
形
象
は
則
象
の
伏
た
る
故
二
腺
る
と
か
や
。
松
尾
寺
と
稲
し
祉
領
は

三
百
三
十
三
石
。
國
主
高
松
侯
よ
り
寄
附
せ
ら
る
。
宮
殿
善
盪
し
美
盪
し
、
柱
梁
皆
龍
蛇
麟
鳳

を
彫
て
朱
塗
錦
帳
賀
に
目
を
驚
か
七
り
。
此
慮
よ
り
左
右
を
眺
望
せ
ば
丸
編
湊
二
出
入
の
船
眼
二
蹄
す
る
が
如
く
、
顎
飽
七
島
、

しやうどしま

小
豆
島
皆
審
二
見
る
二
足
れ
り
。
又
営
所
の
十
二
景
と
て
、
裏
谷
の
遊
鹿
、
雲
井
洪
鐘
、
前
池
濯
〔
躍
〕
魚
、
左
右
捜
陳
、
橋
棲

復
道
、
後
前
竹
園
、
石
淵
新
浴
、
五
百
長
市
、
君
〔
群
〕
嶺
松
雪
、
満
濃
曲
流
、
箸
洗
清
漣
、
幽
軒
梅
月
等
審
二
見
る
二
足
り
、

ら
ふ
せ
き

又
う
ら
の
方
へ
廻
れ
ば
蠍
石
の
燈
籠
等
有
。
井
て

下

の

少

下

の

―

―

―

十

番

肺

社

鰹

蔵

し

脇

二

方

ニ

か

ら

か

ね

向

石

階

二

三

十

等

な

り

。

其

餘

坊

舎

堂

塔

多

し

と

い

へ

ど

も

其

大

概

を

し

る

す

。

奥

の

、
阿
州
三
好
郡
箸
蔵
谷
に
有
。

唐

金

の

馬

肺

輿

舎

大

黒

天

堂

て

級

を

下

り

て

院

と

い

へ

る

も

の

は

是

よ

り

六

り

に

し

て

其
こ
と
は
則
巻
末
に
し
る
せ
ば
こ
4

に
省
す
も
の
な
り
。
又
此

ざ

い

だ

う

に

て

終

る

。

市
町
よ
り
宇
多
津
二
直
道
有
ど
も
在
道
二
而
甚
し
れ
が
た
し

丸
編
よ
り
東
の
方
高
松
と
の

頼
〔
鵜
〕
足
郡
宇
多
津
濱
。
町
家
凡
五
六
百
軒
。
半
は
農
家
、
漁
家
、
藍
濱
稼

宇
多
津
村

等
也
。
商
戸
又
船
頭
家
業
の
も
の
も
有
。
甚
繁
華
の
地
な
り
。
此
邊
り
海
邊

は
皆
癌
濱
に
し
て
営
國
第
一
番
之
産
物
也
。
村
中
少
し
高
き
に
霧
、
石
階
五
六
十
級
登
り

七
十
八
番
佛
光
山
道
場
寺

扱

領
境
な
る
と
き
川
を
越
て

井

井

又

井

井

次

金

剛

坊

観

音

檜

馬

殿

禰

陀

堂

孔

雀

明

王

堂

籠

堂

て

て

て

て

二

汀
i
f
因
―
,
＇
り
9ー
り
5
`
,
9
•
9
9
-
i
i
i

唱
1
,
:
'
_

．
濯
置
濯
-
,

ヽ

9
,
9
 

＇ ;.9・9,' 
9
9
t
~
\

、

J
 

J
 

|
 

等
有
。
金
鳥
居

門
摩
利
支
天
堂

を
潜
り
、
向
て

し
。
入
て
駒
犬
。
鳥
居
。
燈
籠
有
。
御
手
洗
川
渡
り
て
向

本
地
堂

し
上
石
階
少
え
ん
の
ぎ
や
う
じ
ゃ

役
行
者
堂

又

又大

行

斐

堂

毘

沙

上
れ
ば

右
へ
上
を

手
水
池

t!g,tl-,＇も
A

I

I

，＼

る
よ
し
。
其
木
皆
逆
木
ニ

従
1

面
笛
亨
三
十
丁
。
従
二
道
隆
寺
一
士
霊
り
半
。
少
し
の
高
ミ
に
し
て
眺
望
甚
よ
ろ
し
。
本
尊
は

座
像
の
禰
陀
如
末
。
弘
法
大
師
之
御
作
な
り
。
御
丈
一
尺
八
寸
゜

二
天
門

多

と
す
。

も
て
日
覆

二
王
門

り
。
右
の
方
慈
光
院
、
萬
輻
院
、
高
勝
院
、
前
護
院
過
て

入
て
左
り
の
方
藪
有
。
お
屋
し
き
と
云
。
石
燈
籠
並
び
建
た

石
鳥
居

別
営
所
有

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

す
ご
せ

こ
と
を
も
得
せ
で
過
し
こ
そ
遺
恨
二
思
ひ
け
る
。

〇
又
此
街
道
筋
在
村
多
し
。
然
れ
ど
も
其
名
稲
を
審
に
せ
で
過
し
な
り
。
道
傍
の
農
家
の
子
供
等
住
来
の
参
詣
人
二
皆
錢
乞
て

かね金
鳥
居

三
千
軒
餘
と
思
わ
る
。
常
二
戯
場
有
て
興
行
す
。
八
丁
を
過
て

是
よ
り
二
丁
斗
の
並
松
を
越
て
市
町
二
入
し
商
戸
甍
を
な
ら
べ
人
家
凡

長
十
賦
間
し
橋
上
二
屋
を
架
し
て
雨
日
の
助
と
す
。
此
慮
よ
り
善
通
寺
へ
五
十
丁
。
高
松
へ
八
丁
。
又
此
川
二
添
て
上
る
時
は

ま
も
り

阿
州
三
好
郡
箸
蔵
寺
へ
行
也
。
少
し
の
坂
を
上
り
て
札
守
を
う
る
。
営
所
の
土
産
物
を
商
買
〔
賣
〕
慮
有
。
又
瞼
き
坂
を
少
し
上

有
。
此
慮
よ
り
市
中
を
望
時
は
眺
望
甚
よ
ろ
し
く
し
て

入
て
右
の
方

金
光
院

慮 此

の
方

地
蔵
堂

て

珍
敷
地
也
。
又
此
慮
に
飴
を
う
る
店
多
し
。
皆
大
傘
を

り
右

井

普
門
院

道

よ

り

左

傍鼓

棲

り

の

方

に

ニ

覺
け
る
。
百
五
十
丁
に
し
て

附
随
ふ
こ
と
甚
う
る
さ
く
ぞ

下
馬
石

さ
や
橋
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瀧
宮
龍
燈
院

ま
ん
の
う
の
池

高
屋
の
大
師

八
十
番
千
手
院
図

分
寺

鼓
が
岡

七
十
九
番
摩
尼
珠

院崇
徳
天
畠
崩
御
の

地 坂
出
村

奥
院
窟
薬
師

佐
見
島

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之

（ご、）

又

又

等

有

也

。

何

れ

も

如

何

な

る

縁

因

や

ら

ん

、

分

明

に

せ

ざ

れ

ど

も

土

俗

云

偉

ふ

ま

4

石

舟

十

分

寺

こ
4

に
し
る
し
置
も
の
な
り
。
し
ば
ら
く
行
て
瀧
の
宮
、
百
戴
三
十
軒
の
町
也
。

従
二
國
分
寺
云
一
り
。
又
金
毘
羅
よ
り
も
三
り
。
本
社
午
〔
牛
〕
頭
天
王
。
菅
卿
の
御
蕉
跡
也
。
祉

の
ぞ

内
二
大
師
堂
、
薬
師
堂
、
十
二
社
宮
有
。
其
社
地
谷
川
に
枕
ミ
て
風
色
よ
ろ
し
。
祭
麓
は
六
月

ニ
有
。
余
も
其
時
二
行
た
り
し
が
何
日
な
り
し
か
忘
却
し
ぬ
。
開
基
は
行
基
菩
薩
。
天
平
賓
字
年
中
の
よ
し
也
。
又
是
よ
り
壼

（註

7
)

り
斗
山
式
内
の
誹
祉
な
り
と
。
則
弘
法
大
師
作
り
給
ふ
ま
ん
の
う
の
池
と
い
へ
る
も
の
有
。
周
り
凡

池
の
宮

ニ
入
て
二
十
七
八
丁
も
有
べ
し
。
又
是
よ
り
東
大
川
嶽
と
い
へ
る
高
山
有
。
則
河
〔
阿
〕
州
境
也
。

國

分

寺

よ

り

下

道

通

り

を

ば

白

井

村

中

高

屋

の

大

師

と

い

へ

り

。

大

師

又

大

や

ぶ

村

高

屋

村

遍

照

院

天

皇

社

峯

へ

行

に

は

畑

道

少

し

行

て

て

に

自

作

の

尊

像

有

。

少

し

行

て

國
府
別
常
瀧
宮
龍
燈
院

大
寺
也
。
是
よ
り

院

又
う
ら
の
方
に

（註
6
)

少
し
斗

大
野
修
理
卿
塚

隔
て

井

又

六

妻

山

五

色

梅

て

又

平

家

が

池

鴨

耽

詠

歌

図

を

分

野

山

を

し

の

ぎ

寺

々

に

，汁';

量

I

↓

,
1▼
99,1'
、：
14・

5
,＂i
し
た
~
g

f
,
 

二 て
詠
歌

松
に
し
て
風
景
よ
ろ
し

斗
も
行
て 古

歌
に
さ
ミ
し
ま
や
ま
し
ま
に
通
ふ
海
士
お
〔
小
〕
船

境

内

井

等

有

。

此

う

し

大

師

堂

庚

申

堂

―

ー

は

二

ろ

の

山

を

ば

拍

子

を

そ

ろ

え

鉦

を

打

な

り

片
帆
二
入
る

4

お

も

の

山

風

l
 

:＇片

i_
．-．-．-．
-i-i-

＇
ー

ー

と

い

へ

り

。

ま

た

此

虞

よ

と

い

ふ

也

。

利

現

大

師

青

の

山

佐

見

島

り

向

に

見

ゆ

る

嶋

を

ば

御

誕

生

の

島

な

り

と

。

159 濤

町

よ

り

廿

丁

本

尊

は

沖

よ

り

出

現

の

薬

師

如

束

な

り

。

本

堂

の

傍

二

と

い

へ

る

も

の

有

。

此

傍

な

正

通

寺

奥

院

崖

薬

師

利

現

大

師

堂

、

聖

賓

尊

師

建

立

な

り

。

又

三

丁

上

り

る

山

に

四

園

八

十

八

ヶ

所

之

石
像
を
安
置
す
。
山
皆
小
さ
か
い
で
農
家
の
ミ
也
。
此
邊
甘
藷
を
農
家
斗
。
茶
店
は
札
所

坂

出

村

北

西

庄

村

多

く

作

る

。

野

道

少

し

過

て

の

前

二

ニ

訊

軒

有

。

俗
二
崇
徳
天
皇
と
云
り
。
従
え
子
多
津
1

一
り
半
。
河
野
郡
也
。
此
慮
は
則
崇
徳
天
皇
崩
御
ま

七
十
九
番
金
花
山
摩
尼
珠
院

し
／
＼
て
棺
二
入
奉
り
、

寺
と
云
°
本
尊
十
一
面
観
音
。
立
像
に
し
て
空
海
自
作
な
り
。
御
丈
二
尺
三
寸
゜

上
洛
の
う
き
世
の
中
を
案
ず
〔
た
づ
ぬ
〕
べ
し

天

皇

さ

え

も

さ

す

ら

へ

ぞ

す

る

又

井

傍

門

を

出

て

寺

大

師

堂

鎮

守

の

社

二

の

う

ら

ニ

し
ば
ら
く
こ
4

え
置
ま
ゐ
ら
せ
し
古
跡
な
り
と
。
寺
ハ
妙
成
就

其
因
縁
如
何
な
る
事
や
ら
ん
、
審
二
せ
ざ
れ
ど
も
何
れ
院

八
十
は
の
清
水

に
ち
な
ミ
有
こ
と
4

思
わ
る
。
嘗
國
第
一
の
浦
水
也
。
少

し

傍

此

虞

と

い

へ

り

。

天

皇

行

宮

の

古

跡

に

し

て

営

國

の

農

家

斗

也

。

少

し

城

山

の

社

鞍

〔

鼓

〕

が

岡

加

茂

村

を

式

内

也

と

。

ま

た

畑

逍

を

少

し

行

川

有

。

越

て

の

坂

有

。

越

て

｀
月
；
北
＇
い
い
帆
印
し
ば
~
直

i
1
,＇

1
,
'

従
t

―
七
十
九
番
二
り
半
。
河
野
郡
。
國
分
寺
村
二
有
。
此
村
農
家
の
ミ
。
札
所
の
前
ニ

八
十
番
白
牛
山
千
手
院
國
分
寺

茶
店
―
二
戸
有
の
ミ
也
。
営
山
開
基
は
聖
武
帝
一
園
一
寺
之
國
分
寺
を
建
立
し
給
ひ
し

ぎ
や
う
き

其
寺
也
。
本
尊
は
千
手
観
音
の
由
。
像
御
丈
一
丈
六
尺
。
行
基
菩
薩
の
作
也
。

ま
ゐ
れ
る
人
を
た
す
け
ま
し
／
＼
〔
ま
せ
〕

物
寂
た
る
慮
な
り
。
傍

境

内

樹

木

老

繁

り

て

到

而

井

等

有

。

又

寺

を

出

て

少

し

斗

西

光

明

皇

后

の

大

師

堂

鎮

守

の

社

法

華

寺

三

谷

世

尊

に

の

方

二

出

、

瀧

の

宮

に

行

に

は

建

立

也

。秦
氏
の

正
花
寺

建
立
。

四
國
遍
路
道
中
雑
誌
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八
十
一
番
白
峯
寺

遍
路
坂

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之

163 

又
少
し
北

詠

歌

霜

さ

む

く

露

白

た

え

の

寺

の

う

ち
の
り

御

名

を

と

の

ふ

る

法

の

こ

ゑ

人

＼

1!l
叶
い
／
川

i
l
l↓
'ii-J-]＿
l

こ

l1-9,り‘
'
三
喜
潅
祈

等
有
。
是
よ
り
松
原
を
少
し
通
り
坂
二
か
4

る
也
。
惣
而
此
道
が
本
／
／
是
は
往

不
動
瀧

通
り
な
り
し
か
や
。
少
し
岩
道
の
九
折
を
上
り
、
道
よ
り
左
り
二
束
よ
り

春
日
の
祉

は
見
え
が
た
し
。
寺
二
到
り
て
よ
り
門
の
傍
を
少
し
入
ば
見
ゆ
。

國

分

寺

よ

り

し

道

よ

ろ

し

。

坂

中

下

馬

石

、

又

遍

路

坂

て

直

二

上

ら

ば

下

乗

石

等

有

。

越

て

右
の
方
二
は
慎
蔵
院
し
茶
店
C

表

門
を
入
て
茶
接
持
〔
待
〕
所
。
何
れ

中
門
跡

一
乗
院
等
。
越
て

う

し

ろ

井

っ

ゞ

き

て

賓

積

院

。

：
＼
塚
延
喜
地
蔵

少
し
道
よ
り

頼

朝

塚

堪

空

上

人

塔

廿

J

入

の

方

に

て

紳
谷
神
（
社
）

左
り
山
ニ

懇
國
分
寺
二
畏
道
遍
路
坂
を
上
ら
ば
五
十
丁
。
表
門
通
り
高
屋
よ
り
上
ら
ば
二
り
斗

も
有
。
其
内
坂
は
十
八
丁
也
。
此
山
齊
海
村
分
也
c

寺
領
三
百
三
十
石
。
高
松
よ
り

八
十
一
番
綾
松
山
洞
林
院
白
峯
寺

附
る
。
大
師
開
基
に
し
て
南
天
竺
補
陀
落
山
よ
り
来
る
霊
木
を
以
て
、
御
長
〔
丈
〕
三
尺
三
寸
の
千
手
観
音
の
立
像
を
作
り
給
ふ
。

此

慮

は

七

ツ

過

て

は

人

天

皇

御

在

賓

庫

傍

井

井

石

階

二

十

除

ず

。

下

二

世

の

時

の

禰
山
三
祉

を

上

り

て

を

参

ら

さ

九

耽

櫂

現

善

女

龍

王

社

て

大
師
堂

ニ

て

も
の
有
と
聞
り
。

下

井

此

う

ら

の

と

云

゜

瞼

敷

崖

t
 

諸

神

慟

請

塔

千

佛

塔

行

者

堂

金

堂

馬

ヶ

嶽

勅

願

門

て

方

を

ば

有

。

又

下

り

て

て

（註
8
)

前
二
圏
す
る
慮
の
額
を
掛
、
左
右
二
は
六
郎
判
官
為
義
、
八
郎
為
朝
乃
木
像
を
安
置
す
。
又
門
の
前
二
は
鐘
棲
、
十
王
堂
、
手

一
は
し
る
さ
ず
。

も
前
二
圏
せ
ば

此
上
二
小
き
不
動
堂
有
。
少
し
上
り
下
馬
石
。
下
乗
石
。
越
て

井

大
門
跡

て

か
や
。
井
て
少
し
北

院
の
行
宮
な
り
し
（
と
）

ー

璽

f
 

／
 

t・ヘ
C,；
4
塵．

串
諄
捻
園

四
國
遁
路
道
中
雑
誌

一
.. ―――
-I-，r・tr
ー、，
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香
西
揃

八
十
二
番
根
香
寺

清
水
庵

兒
ケ
嶽

崇
徳
陵

四
國
遍
路
道
中
維
誌

巻
之

跡
こ
そ
か
ね
の
ご
ん
ぎ
（
や
）
う
の
盤

詠

歌

宵

の

間

の

た

え

ふ

る

し

も

の

き

え

ぬ

れ

ば

し
と
か
や
。

て
是
よ
り
根
香
寺
に
行
二
寺
の
う
し
ろ

此
餘
古
歌
多
き
よ
し
な
れ
ど
も
略
し
ぬ
。
さ

身
は
墨
染
の
や
つ
れ
は
つ
る

4

袖
の
上
に
あ
り
し
色
香
は
君
や
し
る

↓

i
i
l
 

J'~9 

•. 

、
,
•
•

'，

9

9

＿,；り

古
寺
の
も
の
と
な

□し
て
君
ま
せ
ば

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

水
鉢
等
有
。
入
て
は
左
近
の
櫻
、
右
近
の
橘
，
傍
二
西
行
法
師
の
像
有
u

御
供
所
、
拝
殿
、
何
れ
も
美
を
盛
せ
り
。
正
面

向
て
右
の
方
六
郎
判
官
為
義
を
安
置
、
左
り
は
八
郎
為
朝
を
置
り
。
緑
樹
陰
森
と
し
て
甚
物
寂
た
る
こ
と
誰
壼
人

崇
徳
陵

落
涙
せ
ざ
る
も
の
な
か
る
べ
し
。

崇
徳
陵
在
讃
岐
國
阿
野
郡
之
白
峯
寺
麟
麟
い
麟
固
白
峯
寺
緑
起
―
一
山
陵
所
＞
在
是
其
寺
西
北
隅
卜
云
其
寺
西
北
隅
今
披
之
孤

右
在
-

1

待
賢
門
院

藤
原
氏

墳
捜
岩
直
之
上
詞
土
高
八
尺
石
騰
以
環
＞
之
其
前
有
＞
廟
安
二
帝
逍
像
一
以
奉
＞
祀
焉
又
右
有
二
母
后
廟
l

山
誹
廟
讃
岐
守
源
公
世
能
致
堂
宇
之
修
ー
厳
然
可
為
衣
敬
ー
下
各

陸
〔
陵
〕
の

井

等

有

。

又

此

陸

と

い

ふ

て

千

萬

但

の

崖

な

り

。

備

前

、

小

豆

島

井

盤

飽

相

摸

坊

堂

観

音

堂

兒

ヶ

嶽

（

ム

ツ

）

て

〔

陵

〕

の

下

を

七

島

等

を

眺

望

し

て

甚

風

景

よ

ろ

し

。

前

の

方

へ

口

る

ニ
方
丈
、
豪
慮
何
れ
も
美
を
盛
し
、
前
二
圏
す
る
が
ご
と
し
。

水
無
瀬
前
中
納
言
慈
音
入
道
営
山
二
詣
で
4

世
を
の
が
れ
四
國
あ
る
く
こ
ろ

み
は
し

崇
徳
帝
の
御
逍
跡
に
拝
奉
り
て
御
階
の
櫻
立
花
〔
橘
〕
を
見
て
、

我
も
昔
の
し
の
ば
れ
ぞ
す
る

ゑ

綾
松
山
二
舎
利
會
二
侍
り
け
る
に
松
風
の
き
こ
え
け
る
序

崇
徳
帝
の
事
思
奉
り
て
、

こ
A

も
雲
井
の
庭
の
松
風

崇
徳
帝
の
陸
函
5

ご
に
詣
け
る
二
、
あ
ま
り
袖
の
へ
つ
る
A

を
見
て
よ
ミ
て
奉
る
。

165 

松
山
の
道
よ
り
左
り
成
就
寺
、
下
乗
石
、
下
馬
石
、
越
て

池

ノ

宮

開

加

井

中
二
有
追
分
有
。
左
り
根
香
寺
。
右
國
分
寺
。
是
よ
り
山

の
峯
づ
た
ゐ
ま
た
羊
本
尊
不
動
明
王
。
へ
ん
ろ
い
た
わ
り
の
為
二
立
ら
る
。
傍
二
足
尾
明
神
の
祉
。
蔵

南
是
ヶ
峯
清
水
庵

腸
等
を
三
十
丁
行
て
王
櫂
現
祉
。
又
庵
の
少
し
西
の
方
二
岩
間
よ
り
洞
水
流
出
る
故
二
此
庵
の
名
と
す
。

き
び
し
き

此
間
夏
は
暑
厳
虞
、
冬
は
海
風
強
虞
故
二
、
此
庵
を
立
て
往
来
の
人
を
い
た
わ
り
給
ふ
。
二
十
丁
行
て

従
1

一
白
峯
寺
ー
五
十
丁
。
皆
山
道
也
し
開
山
高

□大
師
。
本
尊
は
立
像
の
千
手
観
音
c

八
十
二
番
青
峰
山
千
手
院
根
香
寺

御
長
三
尺
八
寸
な
り
と
。
後
智
證
大
師
此
地
二
来
り
て
し
ば
ら
く
寂
〔
錫
ヵ
〕
し
給
ひ

等
有
。
方
丈
、
紐
堂
有
。
皆
無
檀
地
の
よ
し
に
而
物
寂
た
人

香
西
浦

又

境

井

又

家

大

師

堂

五

大

力

菩

薩

堂

鎮

守

祉

つ

ゞ

ら

を

．

9

内

二

て

り

。

又

是

よ

り

九

折

を

し

ば

ら

く

下

り

少

し

の

川

を

越

て

凡
千
軒
も
有
べ
し
。
農
家
、
漁
家
入
接
e

綿
井
粉
類
を
製
す
。
少
し
の
船
間
品
澗
〕
も
有
て
隧
分
繁
華
の
場
所
に
し
て
、
商
戸
多

有
の
地
な
り
。
田
畑
の
中
道
少
し
行
、
岩
瀬
水
八
幡
、
大
天
紳
等
皆
此
町
は
し
二
有
。
往
束
よ
り
参
詣
す
る
二
よ
ろ
し
。

こ
の
殿
の
御
階
櫻
立
花
に

東
に
井
て

山
陵
志

ー

ー

ー
-
―
9

いさ

i
 

i64 

.,＇ ー
~
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大
師
陣
説

高
松

法
然
寺

八
十
三
番
大
費
院

十
三
塚

松
葉
焼
の
應

附
c

゜

一
り

四
國
遍
路
道
中
維
誌

高

松
詠
歌

香
川
郡
。

大

門

有
。
其
傍

巻
之

の

雨

脇

二

池

と

い

へ

る

有

。

千
切
の
宮

門
前
ニ

|
r
'
,
 

お

ぼ

つ

か

な

誰

か

言

け

ん

小

松

と

は

詠

歌

讃

岐

"t‘ 
ヽ

99

雲
を
さ

4

ふ

る

高

松

の

枝

香
川
郡
。
佛
生
山
町
と
て
少
し
の
市
町
有
u

従
ニ
-
ノ
宮
ユ
宣
り
。

紳

の

心

を

誰

か

し

ら

ゆ

う

の
宮
の
御
前
二
あ
ふ
ぎ
束
て

香
川
郡
一
ノ
宮
村
。
従
二
八
十
二

八
十
三
番
一
ノ
宮
蓮
花
山
大
賓
院

番
ー
ニ
り
半
。
香
西
通
り
三
り
。

9

_

 

根
香
寺
よ
り
一
ノ
宮
二
直
道
を
行
ば
香
西
へ
は
か
か
ら
で
行
也
。
此
方
へ
通
ら
ば
半
り
の
廻
り
也
。
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7
-
4
9
1
,
9
:
ヽ

ま
つ
る

本
社
田
村
明
誹
。
祭
神
猿
田
彦
尊
と
も
い
へ
り
。
又
孝
盛
天
皇
皇
子
を
祭
と
も
い
へ
り
。
誹
前
二
左
近
櫻
、
右
近
の
橘
等
有
。

内
也
。
傍
ニ

誹

寂

た

る

境

井

又

又

右

の

五

祉

を

祭

れ

り

。

素

波

久

羅

大

明

神

社

幸

紳

野

業

天

神

若

宮

八

幡

て

又

別

嘗

所

と

て

本
尊
は
弘
法
大
師
の
作
に
し
て
御
長
三
尺

誹
竜
山
蓮
花
院

五
寸
の
聖
観
音
立
像
也
。
傍
二
大
師
堂
。

是
よ
り
西
南
の

方
二
営
り
て

賜
紫
本
山
佛
生
山
法
然
寺

,戸
f
見紐l
-

日

9,'

十
三
塚

と
い
へ
る
所
有
。
塚
十
三
井
び
た
り
。
其
ゆ
か
り
を
し
ら
ず
。
又
是
よ
り
屋
島
へ
直
二
行
ば
三

り
。
高
松
に
廻
ら
ば
少
し
の
廻
り
也
。
余
は
是
よ
り
佛
生
山
へ
参
詣
せ
ん
と
在
道
を
行
こ
と
凡

活
土
宗
二
而
圃
光
大
師

二
十
五
露
場
第
二
番
也
。
本
尊
禰
陀
三
尊
座
像
。
地
〔
寺
〕
領
三
百
三
十
石
。
高
松
侯
よ
り
寄

井

中

門

を

入

て

二

王

門

。

石

階

を

上

り

四

天

門

て

麟

這

を

、

二

尊

門

、

束

迎

門

、

佛

殿

、

此

雨

下

馬

石

十

王

堂

脇
は
皆
石
謄
を
廻
法
然
上
人
の
分
骨
を
納
め
、
井
て
龍
雲
院
源
井
二
畷
主
高
松
侯
の
位
牌
を
安
置
す
。
少

御

廟

常

念

佛

し
た
り
。
正
面
は
英
公
、
井
二
代
々
の
木
像
を
安
置
す
る
也
し
し
下
り
て
骨
堂
。
末
寺
末
山
の
檀
中
よ
り

．
納
る
慮
の
骨
を
投
入
る
。

又
山
の
少
し
南
ニ

三
丁
上
り

下
等
有
。
何
れ
も
次
二
圏
す
る
ご
と
く
ん
ば
審
二
こ
4

に
は
贅
せ
ず
。
方
丈
、

禰

陀

堂

月

見

亭

二
書
院
、
何
れ
も
美
を
盪
し
善
を
窮
め
て
甚
見
事
な
る
こ
と
也
。
扱
是
よ
り

し
て
高
松
へ
壼
り
半
餘
。
然
し
賦
り
も

有
や
二
覺
た
り
。
在
道
甚
物
寂
し
。

と
い
へ
る
寺
、
城
下
の
入
ロ
二
有
。
此
寺
の
庭
中
二
弘
法
大
師
の
作
と

松
岩
山

い
へ
る
崖
の
薬
師
有
。
遍
路
の
衆
は
廻
り
て
さ
し
て
費
程
も
な
し
。

け
れ
ば
略
す
。

（註
10)

よ
り
生
駒
雅
架
頭
一
政
へ
被
＞
下
。
其
後
事
有
て
寛
永
十
九
年
よ
り
嘗
家
二
賜
る
。

八
千
除
軒
の
城
下
二
而
頗
る
繁
花
の
地
也
。
市
中
寺
院
、
神
社
多
し
。
然
れ
ど
も
し
る
す
に
い
と
ま
な

（註
9
)

前
二
小
豆
島
見
、
湊
口
眺
望
到
而
よ
ろ
し
き
地
也
。
此
城
仙
石
櫂
兵
術
秀
久
住
し
、
天
正
十
八
年

扱
是
よ
り
嫌
濱
道
を
行
こ
と
し
ば
ら
く
也
。
其
甕
皆
松
葉
燒
に
し
て
至
而
上
品
也
。
行
こ
と
凡
壷
り
半
斗
に
し
て
九
折
凡
十

と
い
へ
る
も
の
有
。
大
師
此
慮
へ
遍
路
し
給
ひ
し
時
、
山
夫
の
と
れ
る
梨
を
乞
給
ひ
し
二
其
を
奉
ら
ざ
り
し

不

レ

喰

梨

大
か
ば
、
其
梨
即
時
二
石
の
如
く
な
り
し
と
云
俸
ふ
。
賞
二
岩
礁
道
二
し
而
渇
べ
き
羊
腸
な
り
。
三
丁
上
り

み
や
う
が
ぅ
道
の
傍
二
有
。
二
丁
上
り
て
ニ

師
名
琥
石

王
門
有
。
麓
よ
り
十
八
丁
゜

四
國
遍
路
道
中
維
誌

’

＇

ー

□．
_

'

曹

ー

1

|
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盲
ー
：

志
度
濱

奥
院

女
人
を
禁
ず

阻
大
日

大
師
偲
説

源
平
血
の
池

八
十
五
番
八
栗
寺

南
泉
寺

八
十
四
番
屋
島
寺

ら
く
行
て

巻
之

扱
是
よ
り
奥
の
院
と
云
も
の
有
て
か
た
く
女
人
を
禁
じ
、

修
行
者
な
ら
で
誰
か
し
ら
ま
し

詠

歌

煩

悩

を

胸

の

智

火

に

て

や

く

り

を

ば

-1 

173 

ー

i-
―

―

し

，

：

i'心

一
入
て

洲
崎
寺

弘

少
し
の
山
な
り
。
海

瓜

生

山

い

の

り

岩

岸
浪
打
際
に
い
た
り

是
よ
り
打
ぬ
け
二
ニ
王
門
よ
り
東
二
入
り
て

瑠
璃
の
池

い
へ
り
。
過
て
小
松
原
な
る
九
折
を
凡
十
五
六
丁
も
下
り
て

手
二
と
る
斗
二
見
、
風
景
言
ん
か
た
な
し
。
扱

と
い
へ
る
も
の
有
。
ま
た
誰
が
琥
つ
ら
ん
近
年
源
平
血
の
池
と

二

詠
歌

と
勅
筆
様
に
而
書
た
る
を
懸
る
。

遍
照
金
剛
三
密
行
所
営
都
率
天
内
院
管
所

八
十
四
番
南
面
山
屋
島
寺

従
ニ
-
ノ
宮
云
一
り
。
従
二
高
松
1

戴
り
。
山
田
郡
な
り
。

別
営
千
光
院
南
泉
寺
と
い
ふ
。

本
尊
千
手
千
照
〔
眼
〕
観
音
。
弘
法
大
師
の
自
作
ら
せ
給
ふ
。
又
営
山
の
縁
記
〔
起
〕
と
い
へ
る
も
の
に
、
孝
徳
〔
誰
〕
天
皇
天
平

賓
字
の
比
、
大
唐
よ
り
舶
来
の
僧
鎮
宗
和
尚
と
い
へ
る
に
勅
し
て
建
立
ま
し
／
＼
け
る
と
も
云
偉
ふ
。
本
堂
の
額
に

あ
づ
さ
弓
八
島
の
宮
二
も
う
で
つ

A

い
の
り
を
か
け
て
い
さ
む
も
の

4

ふ

境

内

拝

殿

等

美

々

敷

建

た

る

社

二

は

本

尊

弘

法

大

師

作

の

不

動

尊

を

安

置

す

。

境

内

よ

り

西

眼

下

ニ

熊

野

一

二

社

南

泉

寺

也
。
又
二
王
門
の
前
な
る
高
松
の
城
下
を
眺
望
し
、
北
の
方
二
は
小
豆
島
井
二
備
前
兒
島
郡
を

（註
12)

と
い
ふ
も
の
有
。

信
忠
信
の
墓

又
此
上
の
方
に

佐
藤
次
証
鱈

蟹
濱
、
漁
家
、
農

む
れ
村

家
接
り
。
村
中
ニ

（註
13)

少
し
斗
海
那
須
典
市
此
慮
に
駒
を
と
ゞ
め
て
扇
の
的
を
射
た
り
と
云
偉
ふ
。

駒
た
て
岩

然
れ
ど
も
其
地
中
二
少
し
も
證
と
す
る
も
の
な
し
。
又
村
中
ニ

此
寺
よ
り
源
平
血
戦
の
始
末
書
を
う
り
出
ス
。
皆
浮
屠
氏
之
説
に
し
て
見
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

扱
是
よ
り
左
り
二
行
ば
安
戸
浦
と
い
へ
る
漁
浦
に
出
て
、
海
岸
通
り
志
度
寺
に
行
二
よ
ろ
し
。
然
し
道
甚
廻
り
也
。
扱
此
村
よ

I
I
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り
て
行
こ
と
凡
三
十
歩
斗

四
國
遁
路
道
中
維
誌

n
T
'
 

＇ 
·,1•99, 

本
尊
千
手
観
音
之
立
像
。
御
長
五
尺
。
大
師
御
作
也
と
云
。
祭
證
正
月
十
六
日
な
り
し
と
云
゜

本
尊
尊
聖
観
音
。

法
大
師
の
作
也
。

向

井

鐘

棲

堂

聖

天

堂

鎮

守

り
九
折
十
丁
前
二
常
燈
明
有
。
又
茶
所
一
軒
。
此
慮
よ
り
下
を
望
め
ば
む
れ
村
井

二
王
門

斗

を

上

り

て

安

戸

の

二

村

一

目

に

見

え

、

至

極

よ

ろ

し

き

虞

な

り

。

扱

門

を

入

て

て

て

正
面

従
二
八
〔
屋
〕
島
寺
1

壼
り
。
寒
川
郡
む
れ

八
十
五
番
五
朗
山
千
手
院
八
栗
寺，
村
。
境
内
次
二
園
す
る
が
ご
と
し

つ
て
名
と
し
、
又
大
師
入
唐
以
前
心
〔
試
〕
ミ
に
燒
栗
を
八

ぐ

も

ん

ぢ

大
師
求
聞
持
修
行
之
節
賓
靱
五
柄
を
天
よ
り
下
し
給
ハ
り
し
二
よ

ッ
程
此
虞
に
植
給
ひ
、
我
法
世
二
興
流
せ
ば
此
栗
生
ず
べ
し
と
謂
ひ
し
が
果
而
生
ぜ
し
と
。
其
二
よ
っ
て
寺
琥
と
す
。

又

少

し

御

長

壼

丈

六

尺

有

と

い

へ

り

。

役

行

者

祠

窟

大

日

ま

た

七

ツ

下

り

に

は

参

詣

を

不

＞

許

。

賦

三

丁

上

り

て

上

て

大

師

の

作

也

。

此

鹿

に

而

大

師

ょ

ぢ

ぜ

ん

じ

ゃ

ぅ

護
廉
修
行
有
し
と
か
や
。
是
よ
り
岩
角
を
攀
、
樹
根
に
す
が
り
て
上
る
こ
と
戴
丁
斗
に
し
て
禰
山
之
禰
定
二
到
る
。
鎖
に
す
が

野

道

少

し

又

川

有

。

大
町
村

則
次
二
圏
す
る
ご
と
き
岩
の
上
二
有
。
扱
下
り
て
地
蔵
堂
。

'

越

て

海

た
い
村
'
、
斗
行
て

奥

院

蔵

王

櫂

現

祠

＿
大
師
堂
。
本
坊
之
傍
よ
り
下
る
こ
と
凡
十
七
八
丁
斗
に
し
て

て
日
々
運
送
し
船
出
入
門
前
二
茶
屋
有
。
入
て
茶
堂
等
美

二
王
門

岸

二

添

し

ば

此

虞

人

家

千

軒

餘

。

舟

着

に

し

た
ゆ
る
こ
と
無
。
然
し
農
家
、
商
戸
皆
さ
か
ん
な
り
。
々
敷
又
寺
坊
三
ヶ
寺
有
。
向
て
左

志
度
濱

四
國
遍
路
道
中
維
誌
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八
十
七
番
長
尾
寺

長
曾
我
部
憚
説

八
十
八
番
大
窪
寺

遍
路
の
順
路

雨
道
と
も
に
通
る

小
簑
が
油

砂
糖
を
多
く
作
る

八
十
六
番
志
度
寺

四
國
遍
路
道
中
維
誌

巻
之

祉
。
又
是
よ
り
十
八
丁
上
り
て
山
に

境
内
に
大
師
堂
、
地
蔵
堂
井
鎮
守
の
と
い
ふ
も
の
有
な
り
。
岩
鹿
に
蒲
陀
の
尊
像
有
。

則
大
師
求
聞
持
修
行
あ
り
し
虞
な
り
と
云
偉
ふ
。

奥

院

引
田
へ
出
其
よ
り
碁
の
浦
の
番
所
を
入
て
、
阿
州
牟
屋
〔
撫
雖
力
〕
の
湊
二
か
か
り
て
一
番
よ
り
順
二
打
て
よ
し
。

中
野
村

ヘ
萱
り
。
此
間
山
道
と
こ
ろ
人
＼
に
農
家
有
。
又
一
番
よ
り
順
に
札
を
納
め
ん
と
思
ふ
人
は
、
此
村
よ
り
白
鳥
か

其
順
路
は
次
二
し
る
す
。
然
し
道
順
は
少
し
遠
し
故
、
遍
路
衆
は
是
よ
り
十
番
二
出
一
番
迄
逆
二
札
を
納
め
て
、

狸
合
村

一
番
藤
井
寺
迄
打
も
ど
り
打
こ
と
也
。
然
し
其
道
は
到
而
山
道
の
｀
＂
、
に
し
て
眺
望
も
な
け
れ
ば
お
も
つ
ゞき
て

し
ろ
か
ら
ず
。
濱
邊
道
は
瞼
路
な
る
慮
も
あ
れ
ど
も
眺
望
よ
ろ
し
。
我
は
雨
道
と
も
二
通
り
た
り
。

ま
ゐ
れ
る
人
は
大
窪
の
寺

詠

歌

南

無

薬

師

諸

病

な

か

れ

と

願

か

け

て

一
端
荒
麿
せ
し
を
大
師
順
行
の
比
二
再
建
し
玉
ひ
し
と
か
や
。

井
二
茶
堂
、
本
坊
、
何
れ
も
物
寂
た
る
霊
地
な
り
。
入
て

．

墜

長

尾

寺

EIり
。
本
尊
薬
師
如
末
座
像
。
御
長
三
尺
。
営
山
は
行
基
菩
薩
之
開

基
な
り
と
か
や
。

八
十
八
番
瞥
王
山
遍
照
院
大
窪
寺

路
道
を
行
ば

犬
か

9',．＝●
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此
村
よ
り
す
こ
し
山
手
二
長
曾
我
部
宮
内
少
輔
豊
課
の
櫻
と
云
も
の
有
よ
し
。
土
人
言
博
ふ
る
に
、
此
花
如
何
な
る
日
に
而

も
花
さ
く
比
は
査
九
ッ
比
二
し
ほ
る
4

と
云
偉
ふ
。
む
か
し
元
親
四
図
を
切
随
え
て
此
虞
に
午
睡
を
し
ら
れ
し
と
云
偉
ふ
か
や
。

又
是
よ
り
少
し
北
二
営
り
て
和
爾
加
波
紳
祉
と
云
も
の
有
と
聞
し
又
長
尾
寺
よ
り
平
木
と
云
虞
に
か
か
り
山
二
入
に
、
小
簑

が
瀧
と
云
も
の
有
よ
し
。
嘗
國
第
一
番
の
瀑
布
也
と
聞
ま
4

二
し
る
し
置
る
も
の
な
り
。

扱

是

よ

り

遍

農

家

の

ま
え
山
村

ミ
な
り
。

此
邊
り
山
道
多
し
。
是
よ
り
少
し
の
山
二
か
4

り
て
庵
寺
有
。

此
虞
大
師
御
修
法
之
慮
な
り
と
云
偲
ふ
。
少
し
山
二
上
り
て

が
く
村

•
l

ニ
―
―-
m
-
追
B
冶
P
!高
響
、
暑

一
番
よ
り
十

秋
の
夜
な
が
に
禰
陀
を
と
な
へ
よ

詠

歌

あ

し

引

の

山

鳥

の

尾

の

長

尾

寺

子
之
御
作
な
り
と
か
や
。
境
内
大
師
堂
。
鎮
守
之
祉
有
。

従
1

一
八
十
六
番
ー
壼
り
。
在
道
斗
也
。
此
寺
は
聖
徳
太
子
之
開
基
な
り
と
云
偉
ふ
。

八

十

七

番

補

陀

落

山

観

音

院

長

尾

寺

・

其
後
大
師
再
興
し
給
ひ
し
と
か
や
。
本
尊
は
御
長
三
尺
六
寸
。
正
観
音
。
聖
徳
太

井

等

有。

王

門

茶

堂

二

一
嘗
り
て
南
〔
術
か
〕
日
内
山
と
云
山
有
。
扱
少
し
行

し
な
り
。

ま

た

井

大

師

堂

等

有

。

扱

又

十

王

堂

鎮

守

註

境

内

二

に

此

少

し

う

ら

の

方

に

と
云
る
も
の
有
。
地
蔵
尊
を
祭
る
。
又
園
の
寺
と
云
も
の
有
。

奥

院

（

マ

、

）

尼
寺
な
り
と
。
本
尊
は
文
珠
菩
薩
。
何
か
観
音
の
由
縁
有
よ

此

邊

り

砂

糖

を

多

く

作

れ

り

。

是

よ

り

三

十

丁

斗

南

又

少

し

等

越

て

長

尾

寺

村

二

至

な

が

ゆ

く

村

ミ

や

に

し

村

二

斗

行

て

る

。

少

し

の

町

家

、

い
の
り
の
聾
を
耳
に
ふ
れ
つ

4

詠
歌

い
ざ
さ
ら
ば
今
宵
は
こ

4

に
志
度
の
寺

四
國
遁
路
道
中
維
誌

そ
な
れ

.`~` 
り
之
方
は
直
二
海
岸
二
而
磯
馴
松
有
。

風
景
至
而
よ
ろ
し
。

177 

二
王
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従
―
―
八
十
五
番
1

壷
リ
。
嘗
寺
は
行
基
菩
薩
之
開
甚
に
し
て
本
尊
十
一
面
観
音
立

八
十
六
番
補
陀
落
山
清
浄
光
院
志
度
寺

像
。
御
長
五
尺
戴
寸
な
り
と
。
其
後
一
端
麿
せ
し
を
大
師
順
行
之
時
二
再
建
な

し
玉
ひ
し
と
か
や
。
又
或
説
に
推
古
天
皇
之
時
二
藤
原
朝
臣
某
奉
＞
救
て
建
る
と
も
云
偉
ふ
。

176 

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



撫
狸

鬼
骨
寺

僻
境

切
手
を
改
む

碁
の
浦

-9,＇,
J

J

.

J

,

＇：，；，
9
9
,
9
,
＇
，
.
'
 

『

9
,
1
·
;

＂
＂"
g
祖

“
i
T
-

―-
l
'，
9
'
•
9
,、
,
9
,
；
―
―9
‘

一'
T
-
9
-
r
,

引
田
醤
油
逢
坂
越

津砂圏
田糖
浦

濱
通
り

ひ
か
ひ
谷
番
所

入
切
手

讃
州
阿
州
の
境

ll 

巻
之

な
り
。
番
所
有
。
出
入
之
切
手
を
改
む
。
少
し
の
坂
を

179 

井

井

井

岡

崎

早

崎

宮

の

浦

安

て

て

て

阿
州
侯
よ
り
小
き
番
所
を
置
ら
る
。
國
二
入
る
も
の
は
皆
此
所
二
而
入
切
手
と
云
も
の
を
と
り
て
持
行

ひ
か
ひ
谷
御
番
所

事
也
。
是
よ
り
山
道
し
ば
ら
く
に
し
て
十
番
切
幡
村
二
到
る
。
八
十
八
番
よ
り
五
里
。
何
れ
も
山
道
に

祭
紳
日
本
武
尊
。
祭
證
四
月
、
九
月
八
日
二
市
有
。
近
村
よ
り

宮

群
集
す
。
一
ノ
鳥
居
、
勅
額
門
、
社
前
二
橘
、
櫻
を
植
た
り
。

井

井

二

誹

馬

屋

。

社

家

四

て

軒

。

下

馬

札

有

て

境

内

五

社

明

紳

稲

荷

社

廣
＜
到
而
美
麗
な
る
虞
な
り
。
又
門
の
傍
二
鶴
の
宮
と
て
鶴
を
置
た
り
。

〇
又
志
度
寺
よ
り
此
虞
へ
束
る
に
は
、
海
岸
通
り
路
随
分
よ
ろ
し
。
二
り
半
来
り
て
津
田
浦
。
六
七
百
軒
の
市
町
也
。
此

邊
り
も
闊
釜
多
し
。
半
り
束
り
て
小
松
町
。
此
間
皆
松
原
つ
ゞ
き
に
し
て
風
景
よ
ろ
し
。
津
田
の
松
原
と
て
古
歌
等
有
な

り
。
又
一
り
末
り
て
白
鳥
浦
也
。
賦
り
行
て

千
軒
の
湊
。
出
入
の
船
多
し
。
故
二
商
戸
、
漁
家
甍
を
井
て
美
々
敷
市
町
也
。
又
此
慮
よ
り
醤
油
を
製
す
。

顎
濱
多
し
。
越
て
壼
り
斗
行
、
逢
〔
追
〕
分
有
。
右
へ
行
ば
逢
坂
越
と
云
を
至
し
、
三
番
之
金
泉
寺
之
う
ら
え

出
る
也
。
此
道
は
源
九
郎
義
鰹
の
越
給
ひ
し
と
云
偉
ふ
。
其
土
地
を
案
ず
る
に
左
も
有
べ
き
や
に
思
わ
る
。
碁
の
浦
は
中

（
マ
、
）

々
馬
の
蹄
の
立
べ
き
道
な
し
。
ひ
が
ひ
谷
の
方
は
廻
り
道
也
。
逢
坂
、
番
所
有
。
是
又
ひ
か
ひ
谷
二
同
断
。
出
入
之
切
手

を
改
む
。
以
上
讃
州
路
三
十
六
丁
道
程
三
十
六
里
五
丁
゜

岩
角
瞼
路
を
し
ば
此
慮
山
の
鹿
に
し
て
右
の
方
は
敷
十
匁
の
断
涯
。
左
り
之
方

扱

是

よ

り

左

り

へ

行

ば

碁

の

浦

ら

く

越

て

阿

州

分

は

波

浪

岸

へ

打

、

越
五
六
軒
ヅ
、
の
村
家
敷
ヶ
所
二
有
。
一
り
斗
も
行
て

も
見
ず
。
賓
二
僻
境
と
云
も
あ
ま
り
有
里
な
り
き
。

ぶ
ん

又
田
畑
も
有
な
り
。
此
村
迄
は
阿
州
分
二
懸
り
て
よ
り
田
畑
少
し

ム
ロ

板
野
郡
鬼
の
尾
村
。
浄
土
宗
に
し
て
本
尊
禰
陀
三
尊
。
園
光
大
師
の
開
基
也
。
境
内
に
口
の
木
の
大

ゑ

ん

き

木
十
三
本
有
。
皆
杉
な
り
二
造
り
甚
美
事
也
。
嘗
寺
因
縁
書
に
昔
此
慮
二
鬼
人
住
た
る
を
、
源
空
上

萬
壷
山
鬼
骨
寺

人
四
國
二
流
罪
に
な
り
給
ひ
し
比
、
御
敦
伍
ま
し

l
¥`
て
成
佛
を
得
さ
セ
給
ひ
し
と
云
博
ふ
。
其
窟
、
村
よ
り
五
丁
奥
ニ

此
間
壺
り
は
頗
る
瞼
路
に
し
て
、
犬
も
ど
り
猿
も

ど
り
と
云
な
ん
所
有
。
村
二
至
る
道
少
し
よ
ろ
し
。

鬼
の
尾
村

有
。
又
嘗
寺
二
鬼
の
骨
と
云
る
も
の
有
。
百
文
ヅ
ツ
に
而
開
帳
す
る
な
り
。
扱
是
よ
り
又
海
邊
を
行
て
四
り
に
し
て

入
口
を
土
佐
泊
り
と
云
。
此
邊
り
皆
痘
濱
に
し
て
繁
華
の

地
な
り
。
商
戸
、
漁
撥
甍
を
併
べ
て
美
々
敷
所
な
り
。

撫
〔
撫
〕
養
湊

等
一
ツ
の
湊
を
か
こ
み
て
部
落
す
。
人
家
凡
一
萬
煎
三
千
軒
と
云
儒
ふ
。
此
除
は
し
人
＼
二
少
し
ヅ
、
の
在
家
多

。
濱
の
方
二
は
船
太
ェ
大
二
工
井
船
針
〔
釘
二
鍛
治
。
薗
燒
濱
。
宮
の
浦
邊
二
而
は
漁
者
多
し
。

（

原

文

抹

消

）

し
。
従
引
田
町
四
り

藝
守

岡
崎
邊
に
は
女
郎
屋
多
し
。
木
津
上
、
土
佐
泊
り
邊
二
は
問
屋
、
商
人
多
し
。
賓
二
繁
華
の
湊
な
り
。
扱
是
よ
り
船
渡
し

を
越
て
壼
り
斗
行
て

人
家
十
二
三
軒
。
撫
養
分
也
。

少
し
う
ら
の
山
を
上
り
て

大
毛
村

四
國
遍
路
道
中
維
誌

此
虞
よ
り
嗚
戸
眺
望
よ
ろ
し
。
む
か
し
鳴
門
よ
り
一
箇
の
甍

〔
甕
の
上
り
た
る
を
祭
る
よ
し
。
い
つ
の
比
よ
り
し
て
編
の

睾
大
明
誹

一
歩
を
あ
や
ま
た
ば
粉
身
砕
骨
二
な
る
地

麗
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ー

引

田

此
邊
濱
二
而
は
堕
を
燒
、
陸
に
而
は
砂
糖
を
製
し
、

土
地
随
分
豊
饒
の
様
二
見
た
り
。

ま
た
濱
通
り
を
し
る
さ
ば

下
る
こ
と
三
り
斗
に
し
て

白
鳥
村

ら
は
濱
邊
に
し
て
磯
馴
松
有
。

町
中

中
野
村
よ
り
谷
つ
づ
き
を

大
内
郡
な
り
。
町
家
煎
百
軒
斗
゜

而
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

け
村

も
の
は
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。

是
迄
讃
州
分
也
。

此
虞
茶
屋
戴
軒
斗
有
。
庵
寺
有
。
行
暮
な
ん
儀
の
讃
州
、

境

の
峠
也
。
少
し
下
り
て

四
國
逓
路
道
中
雑
誌

阿
州
の
境
少
し

,＇t[
Eセ
ti‘
ー；ルヽ
リじー・
1

町
の
う

白
鳥 178 
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普
門
寺

六
十
七
番
大
興
寺

讃
州
の
札
納
め

等
を
越
而
野
道
し
ば
し
下
り
、
凡
煎
り
斗
と
思
ふ
比

法

の

お

し

え

の

風

ぞ

ふ

き

ぬ

る
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詠

う
ゑ
を
き
し
小
松
（
を
）
寺
を
な
が
む
れ
ば

越
而

門
、
茶
堂
有
。
ま
た
門
前
二
茶
店
。
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。

爪
さ
き
上
り
之
山
道
行
ま
A

、
こ
4

か
し
こ
に
農
家
有
。
二
王

五

十

瀬

松

浦

弘

著

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

i
:
r

、

9
-
<
i

ら
｀
t

！
~

L
t

『
9
~
,
j

、
1
9

』
~

い
へ
る
も
の
有
。
其
外
子
玉
の
神
社
。
其
外
豪
村
と
い
へ
る
山
二
夫
婦
瀧
と
い
ゑ
る
も
の
有
。
女
瀧
幅
二
尺
。
高
三
丈
位
。
男

有
。
海
中
五
六
丁
二
突
出
し
、
汐
干
る
時
は
歩
行
に
而
行
、
満
れ
ば
船
二
而
行
事
也
。
上
二
荒
紳
の
社
有
。
其
外
家
士
の
墓
と

い

へ

る

も

の

敷

多

有

。

ま

た

石

垣

、

柵

等

の

あ

等

皆

五

大
海
村
、
盛
村
、
里
村
、
井
ノ
ロ
村
、
野
々
士
〔
江
〕
村
、
大
原
村

と

今

二

巌

然

た

り

。

ま

た

其

大

村

を

敷

ふ

時

は

、

六

百

軒

餘
の
村
に
し
而
隧
分
冨
有
な
り
。
さ
し
て
此
巻
二
因
も
へ
渡
る
に
よ
ろ
し
く
、
是
へ
渡
る
。
此
島
ま
た
三

鳥

大

島

よ

り

ま

た

一

り

を

越

而

千

五

百

石

に

し

而

村

敷

波
方
軋

十
七
ケ
村
。
何
れ
も
富
有
な
り
。
此
嶋
二
も

よ
り
今
治
へ
帰
る
二
よ
ろ
し
。

（註
1
)

（註
2
)

（註
3
)

（註
4
)

（註
5
)

（註
6
)

（註
7
)

（註
8
)

鹿
持
雅
澄
。
徳
川
末
期
の
國
學
者
。
歌
人
。
「
万
葉
集
古
義
」
其
他
多
し
。
安
政
五
年
八
月
十
九
日
歿
。
六
十
八
歳
。

紀
貫
之
。
平
安
朝
前
期
の
歌
人
。
椴
名
文
に
よ
る
「
土
佐
日
記
」
に
著
名
。

野
中
兼
山
。
徳
川
初
期
の
儒
者
。
字
良
撒
。
民
政
に
功
多
し
。
寛
文
三
年
十
二
月
十
五
日
歿
。
四
十
九
歳
。

さ
さ
げ
。
豆
科
の
一
年
草
。
さ
や
は
食
用
と
す
。

し
や
み
。
梵
語
の
音
繹
。
出
家
し
て
十
戒
を
守
り
、
具
足
戒
を
受
け
る
ま
で
の
男
女
。

と
っ
こ
。
獨
鈷
杵
。
密
敦
で
の
煩
悩
を
断
じ
悪
魔
を
彿
う
法
具
。
銅
ま
た
は
鐵
製
。

物
言
へ
ば
唇
さ
む
し
秋
の
風
。

堕
垢
離
。
懸
で
鉢
を
淫
め
る
。

匹
雲
邊
寺
試
り
。
讃
州
の
札
納
め
也
。
豊
田
郡
小
松
尾
寺
村
二
有
。
本
尊
薬
師

如
束
。
座
像
。
御
長
六
尺
。
脇
士
不
動
、
毘
沙
門
。
御
長
四
尺
。
大
師
之
作
也
。

六
十
七
番
小
松
尾
山
瞥
王
院
大
興
寺

十

二

誹

は

皆

堪

慶

之

作

な

り

と

。

御

長

三

井

等

有

。

境

内

少

し

の

山

二

霧

二

り

風

景

よ

ろ

し

き

慮

也

。

大

師

堂

鎮

守

社

尺
゜
嘗
山
も
大
師
建
立
な
り
と
。
境
内

此
邊
り
皆
農

植
田
村

家
斗
な
り
。

ニ
高
サ
五
丈
、
東
枝
廿
五
間
、
西
枝
十
五
間
、
南
北
廿
三
間
の
松
の
木
有
。
頗
る
希
代
の
名
物
也
。
街
道
よ
り
少
し
の
廻
り
ま

四
國
遍
路
道
中
維
誌

と
い
へ
る
員
言
宗
の
寺
に
大
師
作
の
観
音
の
像
有
。
ま
た
境
内
二
天
誹

の
祉
有
。
此
慮
二
菅
公
御
流
罪
之
時
上
ら
せ
給
ひ
し
と
云
博
ふ
。
庭
中

七
賓
山
誹
照
院
普
門
寺

巻
之
三

（
巻
之
三
）

笹
山
の
古
城
跡
と
云
も
の
有
ど
も
略
し
ぬ
。

無
れ
ば
し
る
さ
ず
。
ま
た
是
よ
り
し
て
十
丁
を
し
て

瀧
幅
三
尺
。
高
四
丈
斗
。

下
二
如
意
輪
か
ん
お
ん
の
堂
有
。

ま
た
尼
ヶ
嶋
と
い
へ
る
村
二
は
藤
堂
家
の
古
城
跡
と
い
へ
る
も
の

四
國
遍
路
道
中
雑
誌
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ベ野

七
十
番
本
山
寺

六
十
九
番
観
音
寺

六
十
八
番
琴
弾
八

幡
宮

観
音
寺
町

四
園
遍
路
道
中
雑
誌
巻
之
一

井

大

師

堂

庚

申

堂

翌

六

十

九

番

査

り

。

本

尊

馬

頭

観

音

。

御

長

二

井

尺

五

寸

。

禰

陀

薬

師

を

脇

士

と

せ

り

。

境

内

に

に

に

七
十
番
七
賓
山
賓
持
〔
持
賓
〕
院
本
山
寺

止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
二
王
門
入
而
茶
堂
有
。

を
越
而
松
林
有
。

石

階

敷

百

井

多

井

上

井

向

井

井

天

満

宮

末

社

中

の

庵

鐘

棲

常

夜

燈

上

の

庵

大

師

堂

神

榮

殿

級

上

り

て

二

し

而

二

而

而

二

而

け
れ
ば
、
此
所
ぞ
則
紳
の
垂
跡
し
給
ハ
ん
地
か
と
一
宇
を
建
給
ひ
し
と
（
か
）
や
云
偲
え
け
り
。

舟
〔
笛
〕
の
音
も
松
吹
風
も
琴
の
音
も

賓
前
よ
り
萱
丁
斗
下
り
左
り
の
方
二
標
石
有
。
下
る
こ
と
賦
丁
に
し
て
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人
家
千
軒
斗
。
商
家
、
漁
櫓
、
農
人
等
入
接
り
。
町
の
東
二
大
川
有
。
此
川
ロ
二
五
六
百
石
巳
下
之
船

観
音
寺
町

は
皆
澗
懸
り
す
る
が
故
に
、
市
中
大
二
繁
華
を
な
セ
り
。
町
よ
り
東
川
有
。
従
1

一
小
松
尾
寺
1

戴
り
半
。

井

井

井

井

井

よ

茶

店

荒

神

社

賓

筐

印

塔

琴

弾

碑

庵

地

蔵

堂

而

二

而

而

二

り

祭
紳
應
紳
天
皇
井
二
仲
哀
天
皇
、
肺
功
皇
后
等
な
り
と
。
相
殿
二
は
住
吉
大
明
紳
、

六
十
八
番
琴
弾
八
幡
宮

a

を
祭
る
。
本
地
阿
陀
〔
禰
〕
陀
如
来
は
大
師
之
御
作
也
と
。
境
内
次
二
岡
す
る
が
ご
と
く
海
濱
ニ

突
出
た
る
小
山
に
し
而
、
松
は
皆
磯
馴
、
其
梢
を
越
而
四
方
を
眺
れ
バ
、
南
は
阿
豫
、
土
州
の
山
々
波
濡
の
ご
と
く
、
西
は
安

藝
、
伊
豫
之
嶋
山
、
北
二
は
三
備
、
東
二
播
磨
灘
を
一
望
し
、
岸
二
打
よ
す
る
波
は
白
雪
を
口
ま
ん
が
如
く
、
賓
二
風
景
云
ん

か
た
な
く
、
寺
の
因
縁
を
聞
に
人
皇
四
十
二
代
文
武
天
皇
之
比
、
大
賓
三
年
三
月
廿
一
日
日
澄
上
人
九
州
豊
前
の
宇
佐
の
里
よ

く
わ
ん
じ
ゃ
ぅ

り
、
八
幡
宮
を
京
都
二
勘
請
有
て
京
都
へ
上
る
さ
、
此
慮
二
船
を
よ
せ
給
ひ
し
か
ば
虚
空
二
琴
の
音
有
而
、
異
香
頻
り
二
薫
じ

従
ー
ー
琴
弾
三
丁
。
本
尊
正
〔
聖
〕
観
音
。
座
像
二
而
御
長
二
尺
五
寸
。
四
天
王
共

六
十
九
番
七
賓
山
肺
慮
〔
恵
〕
院
観
音
寺

G

、)

ニ
大
師
之
御
作
也
と
。
然
し
開
山
ハ
日
澄
上
人
な
り
と
。
又
因
縁
書
二
平
城
天

皇
の
御
宇
、
足
利
義
持
公
の
祈
願
な
り
と
も
云
え
り
。
惣
而
此
寺
は
琴
弾
八
ま
ん
の
別
嘗
二
而
昔
し
よ
り
有
し
と
思
わ
る
。
境

井

井

井

井

井

井

五

大

力

菩

薩

新

四

國

堂

大

師

堂

詞

利

帝

母

地

蔵

堂

太

子

堂

開

山

堂

内
圏
す
る
ご
と
し

而

び

二

而

而

本
堂
の
傍
ニ

i
、

9'

；

1

井

等

有

。

ま

た

境

内

鐘

棲

、

五

祉

蝉

丸

祉

合

而

蒲

勒

菩

薩

、

毘

沙

門

天

井

井

井

而

而

而

茶

堂

等

有

。

石

階

を

下

薬

師

堂

芭

蕉

歳

早

苗

塚

鰹

塔

を

安

置

す

。

少

し

上

の

方

二

而

出

而

井

井

井

二

寺

坊

四

ヶ

前

二

茶

店

有

。

二

王

門

稲

荷

祉

金

毘

羅

天

誹

耽

地

蔵

堂

り

左

り

而

て

寺

。

惣

門

出

而

止

宿

す

る

二

吉

。

出
而
田
遣
三
丁
程

お
も
き
つ
み
を
も
ひ
き
あ
げ
て
た
え
〔
べ
〕

と
い
へ
る
も
の
有
。
此
佛
像
古
末
よ
り
此
虞
二
大
な
る
楠
有
し
が
、
去
天
保
六
年
二
月
十

七
日
夜
誰
と
も
し
れ
ず
不
動
の
尊
像
を
半
二
彫
た
り
し
と
。
其
よ
り
し
而
皆
参
詣
を
な
セ

生
木
の
不
動

る
よ
し
。
少
し
の
庵
寺
を
建
而
織
等
懸
而
病
者
等
立
願
せ
る
よ
し
二
見
え
た
り
。
何
れ
も
淫
屠
氏
の
作
と
ミ
え
た
り
。
農
道
し

越

過

而

道

よ

り

左

り

之

と

い

へ

る

も

の

有

。

巾

戴

尺

斗

。

高

三

丈

，

／

二

到

る

。

吉
岡
村

‘
、
°
遍
路
之
衆
皆
参
詣
す
。
し
ば
し
行
而
茶
店
有
。

不
動
瀧

方

二

拾

丁

斗

も

入

而

＋

か

う

か

村

流

岡

村

而

ば
し
行
。

行
而
道
の
傍
に

詠

観
音
の
大
悲
の
力
つ
よ
け
れ
ば

歌
ふ
も
舞
ふ
も
法
の
こ
え
人
＼

詠
大

橋

五
六
十
歩
行

右
の

石
華
表

方

斗
行
て

た
十
丁
四
國
遍
路
道
中
維
誌

・
;
'
,
r
:

＇..、

.
l
t
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:
•
9も
ー
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七
十
一
番
蒲
谷
寺

大
師
求
聞
持
修
行

崩 費
塔

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之
一

す

こ

し

井

越

と

云

二

到

り

て

、

道

よ

り

右

の

方

半

丁

斗

田

の

中

圏

打
ぬ
け
し

上

寺

村

伊

勢

林

村

笠

岡

村

勝

間

村

行

而

而

而

す

る

ご

と

き

賓

塔

有

。

土

俗

の

云

に

、

越

後

の

國

八

ば
し
行
而

百

比

丘

尼

が

建

し

も

の

也

と

云

偉

ふ

と

云

も

の

有

。

只

豪

座

の

ミ

残

れ

り

。

其

形

村

ツ

ゞ

き

鞍

蓮

華

地

新

明

村

大

見

也

。

ま

た

其

脇

二

大

師

の

御

作

と

て

ち

鞍

の

ご

と

き

も

の

也

。

し

ば

ら

く

行

而

し

ば

し

行

ニ
到
る
。
山
二
か
4

り
茶
店
壼
軒
有
。
是

寸木

よ
り
坂
道
を
上
る
こ
と
七
八
丁
に
し
て

傍
二
茶
店
有
。
此
慮
二
石
橋
有
。
是
よ
り
右
へ
行
ば
萬
〔
曼
〕
陀

大
門
薔
跡

羅
寺
へ
行
也
。
小
川
有
。
流
れ
到
而
き
よ
し
。
制
札
を
建
た
り
。

越

右

の

方

岩

面

二

五

輪

の

形

を

彫

ミ

、

小

き

流

れ

也

。

法

雲

橋

上

の

穴

薬

師

堂

二

王

門

灌

頂

川

猥

鈷

坊

跡

大

師

而

左

り

之

方

六

字

名

琥

石

有

。

過

而

と

て

橋

を

懸

た

り

。

越

方

に

左
り

茶

堂

の
方

J

上

此

虞

に

而

大

師

護

摩

修

行

有

し

と

て

、

参

納

鰹

穴

奥

院

大

師

求

聞

持

修

行

届

こ

詣

之

人

敷

皆

妥

に

而

守

り

を

頂

く

。

井

而

こ

，
 

，
 

下

り

上

下

井

う

し

ろ

上

洞

五

輪

中

ノ

院

多

賓

塔

三

十

三

番

観

音

堂

十

王

堂

、

鐘

棲

祖

谷

坊

跡

瓶

石

而

に

二

而

の

方

こ

,' 

前

二

小

川

。

水

谷

此

慮

に

而

護

摩

を

修

行

東

に

上

上

護

摩

阻

天

紳

社

比

丘

尼

谷

東

院

奮

地

櫂

現

祉

骨

納

所

と

云

有

。

是

上

り

し

給

ひ

し

と

ぞ

。

井

て

二

に

ニ

井

上

下

井

上

此

慮

へ

五

柄

の

靱

下

り

向

籠

堂

。

下

二

而

水

祭

辮

天

祉

加

持

水

瀧

六

本

杉

降

剣

所

而

ニ

ニ

而

二

し

慮

な

り

と

従
―
―
七
十
番
ニ
ニ
り
。
境
内
岩
壁
多
く
し
而
饒
蛸
た
る
山
形
也
。
其
西
二
皆
佛
菩
薩
之

七
十
一
番
郎
五
山
千
手
院
禰
谷
寺
像
井
二
梵
字
ま
た
観
鰹
之
文
等
を
彫
り
、
頗
る
奇
絶
也
。
ま
た
山
中
二
天
霧
山
と
て

香
川
信
景
の
城
跡
有
。
此
山
の
東
の
尾
也
。
井
二
下
戦
場
等
有
。
ま
た
山
内
に
山
崎
志
摩
祖
母
石
塔
有
。
同

□家
石
塔
。
大
宮

四
郎
右
術
門
井
香
川
家
代
々
之
墓
等
有
。

ー

I
,

大

五

輪

石

。

上

り

手

掛

石

大

日

尊

井

而

上

に

て

永ヽ
菩

n

、J7弓―ヨ七／
、一ー-
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井

う

ら

上

井

方

丈

賓

庫

洞

薬

師

洞

地

蔵

西

院

菩

跡

び

の

方

二

而

春
こ
そ
た
れ
を
〔
手
折
れ
〕
た
む
け
こ
〔
に
〕
ぞ
な
る

井

等

鎮

守

祉

大

塔

跡

而

有

。

本
山
に
誰
か
う
へ
け
る
花
な
れ
や

四
國
遍
路
道
中
雑
誌
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七
十
四
番
甲
山
寺

七
十
三
番
出
繹
迦

,f 

ゴ＿‘大
帥
個
説

七
十
二
番
曼
陀
羅

寺

お
の
れ
と
心
か
う
〔
ぶ
〕
と
山
哉

詠

十

二

誹

ミ

か

た

に

も

て

る

い

く

さ

に

は

た

っ

と

き

山

に

出

る

繹

迦

寺

詠

ま

よ

ひ

ぬ

る

六

道

衆

生

す

く

ハ

ん

と

等有。

守
祉

し
北
二
営
り
而

と
い
へ
る
虞
有
。
為
家
卿
の
歌
に

水
型
の
岡

ら
ん

再

び

三

度

か

へ

ら

ざ

ら

ま

し

詠

わ

づ

か

に

も

ま

ん

だ

ら

を

が

む

人

は

た

ゞ

古
墳
井
二
小
堂
、
小
祠
多
し
。
然
れ
ど
も
審
二
せ
ざ
れ
ば
略
し
ぬ
。

た

ゞ

か

り

そ

め

も

よ

き

と

も

ぞ

よ

き

詠

悪

人

と

行

つ

れ

な

ん

も

い

や

谷

寺

井

大

師

堂

毘

沙

門

天

堂

こ＇ 

〗
·
·
~
;
ぶ
妊
｝

r
埒
｀
；
＂
屁
終
芍[
9
;
;•• 
F
[
[

：・̀‘, 
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水
型
の
岡
の
湊
の
浪
よ
り
や
筆
の
海
て
ふ
名
に
は
立

本
尊
千
手
観
音
。
御
長
三
尺
五
寸
。
脇
士
不
動
、
毘
沙
門
。
皆
行
基
菩
薩
之
御
作
也
。
営
寺
は
聖
武
天
皇
之
勅
願
。
行
基
菩

薩
之
開
基
也
。
原
は
蓮
花
山
八
國
寺
と
い
へ
り
。
其
ゆ
か
り
は
此
山
峯
八
ツ
に
分
れ
而
八
葉
の
蓮
花
の
形
ち
を
な
し
、
其
峯
よ

り
は
八
ヶ
國
を
望
む
が
ゆ
へ
に
披
し
と
か
や
。
後
大
師
再
建
有
而
よ
り
今
の
名
二
改
る
也
。

二

王

門

迄

下

り

て

天

霧

越

過

ニ

ひ

と

の

村

ミ

い

の

村

よ

し

原

村

山

の

下

を

し

ば

し

行

て

而

て

従
1

一
蒲
谷
寺

1一
り
。
道
す
じ
よ
ろ
し
。
本
尊
大
日
如
来
。
坐
像
。
御
長

七
十
二
番
我
拝
師
山
延
命
院
漫
〔
曼
〕
陀
羅
寺

二
尺
五
寸
。
大
師
の
御
作
也
。
此
寺
は
大
師
善
通
寺
を
建
立
ま
し
／
＼

而
後
二
立
給
ひ
し
と
か
や
。
境
内
に
茶
堂
3

止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
門
前
ま
た
茶
店
有
。

井

前

井

井

西

行

笠

を

か

け

給

等

有

。

大

師

堂

鎮

守

社

西

行

上

人

寓

居

の

奮

地

獨

松

笠

か

け

櫻

不

老

の

松

こ

に

而

ひ

し

よ

し

。

井

二

、

其

外

二

ま
た
此
寺
よ
り
少

聞
ま
4

し
る
す
。
ま
た
寺
よ
り
打
ぬ
け
に
上
の
方
三
丁
斗
坂
を
登
り
、
東
を
眺
望
セ

ば
白
方
、
屏
風
が
浦
、
多
度
津
、
丸
編
等
見
ゆ
る
也
。
上
り
て
茶
堂
井
茶
店
等
有
3

止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。

従
―
―
萬
〔
曼
〕
だ
ら
寺
三
一
丁
。
此
寺
は
萬
だ
ら
寺
の
奥
の
院
な
り
と
云
偉
ふ
也
。
故
二
山

七
十
三
番
我
拝
師
山
出
繹
迦
寺

琥
同
じ
。
ま
た
院
琥
も
な
し
。
此
上
な
る
山
を
我
拝
師
山
と
披
る
は
、
大
師
騨
定
始
め

大

師

堂

鎮

の
時
此
所
よ
り
飛
給
ふ
二
女
出
而
と
め
給
ひ
し
が
、
後
繹
迦
如
末
此
虞
二
現
じ
給
ひ
し
と
。
故
二
我
拝
師
山
井

出
繹
迦
寺
之
琥
有
。
又
上
の
山
を
捨
身
が
嶽
と
も
琥
る
也
。
本
尊
繹
迦
如
来
。
大
師
之
作
也
。
ま
た
境
内
に
ニ

又
坂
道
少
し
下
を
越
而
し
ば
し
行
而
、
門
前
茶
店
井

廣
田
村

り
て
し
ば
し
行
商
人
屋
有
。
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。

従
二
出
繹
迦
寺
ニ
―
―
十
丁
。
本
尊
薬
師
如
来
。
座
像
。

御
長
二
尺
五
寸
。
大
師
の
御
作
也
。
境
内
に

七
十
四
番
瞥
王
山
多
賓
院
甲
山
寺

其
外
堂
塔
有
。
境
内
茶
堂
井
二
し
ゅ
ろ
う
堂
有
。

有
。
過
而
山
の

七
佛
薬
師
堂

方
に
少
し
上
り

ま

た

是

よ

り

少

と

云

有

。

大

師

御

幼

童

の

節

御

遊

大

師

飼

給

ひ

し

犬

の

塚

な

後

宇

多

帝

、

編

仙

遊

ヶ

原

犬

塚

賓

塔

し

西

二

営

り

て

び

給

ひ

し

薔

跡

な

り

と

。

傍

に

り

と

偉

ふ

。

す

こ

し

傍

二

山

帝

、

後

嵯

峨

帝
の
為
二
螢
ミ
し
者
と
見
ゆ
。
ま
た
此
慮
よ
り
多
度
津
の
方
へ
凡
壼
り
斗
出
而

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之
三

四
國
遍
路
道
中
維
誌
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で”`'，

大
師
の
俗
性

屏
風
が
浦

五
岳
山

七
十
五
番
善
通
寺

大
師
誕
生
所

善
通
寺
町

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

茶

堂

而向

其
よ
り
少
し

南
荒
紳

西
の
う
ら
に

と

い

へ

る

も

ま

西

行

庵

久

の

松

の

有

。

井

而

た

321 井

>つ

鐘

棲

大
師
此
池
二
姿
を
つ
し
給
ひ

し

と

か

や

。

右

の

方

二

行

ば

而

御
影
池

れ
り
と
か
や
。

藍
を
建
給
ひ
し
也
。

故
二
法
然
上
人
も
如
何
な
る
童
俗
男
女
も
一
度
此
地
を
踏
も
の
有
ば
、

我
も
浄
土
の
友
な
る
よ
し
を
説
置

が
山
、
中
二
有
る
は
則
出
繹
迦
峯
に
し
而
、
賓
二
繹
迦
三
尊
の
霊
地
な
り
と
て
大
師
、
天
笠
八
塔
の
工
を
と
り
寄
せ
給
ひ
て
伽

え
の
古
跡
、
屋
敷
跡
等
皆
門
前
二
連
れ
り
。
ま
た
屏
風
が
浦
と
暁
る
こ
と
は
、

な
ぞ
ら

て
屏
風
を
建
し
さ
ま
二
比
え
し
も
の
也
。
質
二
海
内
無
比
の
猿
地
也
と
ぞ
。

北
二
は
文
殊
の
獅
子

則
う
し
ろ
の
五
岳
海
二
う
つ
り
て
其
か
た
ち
曲

ざ
う
づ
さ
ん

其
南
二
は
普
賢
の
象
頭
山
、

な
る
べ
し
。
善
通
寺
は
御
父
佐
伯
善
通
之
名
を
と
り
給
ふ
よ
し
。
院
琥
は
則
此
地
二
而
誕
生
ま
し
ま
せ
し
か
ば
琥
る
也
。
古
し

従
二
甲
山
寺
1

三
十
丁
。
多
度
郡
也
。
金
堂
本
尊
薬
師

七
十
五
番
五
岳
山
誕
生
院
善
通
寺

如
束
。
座
像
。
御
長
四
丈
〔
尺
〕
五
寸
。
大
師
之
御
作
也
。

此
寺
五
岳
山
と
云
は
、
此
西
な
る
山
色
香
〔
香
色
〕
山
、
我
拝
師
山
、
筆
山
、
火
上
山
、
中
山
、
右
五
ツ
の
山
二
よ
り
て
琥
る

扱
又
因
二
大
師
の
俗
性
を
柳
し
る
さ
ば
、
景
行
天
皇
稲
背
入
彦
尊
之
後
、
阿
良
津
別
命
の
後
父
は
佐
伯
善
通
也
。
母
は
従
五

位
下
阿
刀
大
足
卿
の
女
也
。
母
之
御
年
三
十
一
歳
の
御
時
、
我
姿
を
池
二
う
つ
し
聾
き
給
ひ
母
二
奉
り
、
入
唐
し
給
ひ
し
と
か

や
。
前
讃
岐
大
守
藤
原
賀
能
卿
と
大
同
元
年
同
に
蹄
朝
し
給
ひ
、
其
後
藤
原
の
藤
嗣
と
員
言
宗
の
奥
義
を
弘
め
給
ふ
。
其
翌
年

大
同
二
年
よ
り
弘
仁
四
年
迄
か
4

り
而
建
立
有
し
と
か
や
。
聞
ま
4

を
こ
4

に
し
る
し
置
も
の
也
。
ま
た
南
大
門
の
前
二
も

等

有

る

也

。

ま

た

金

別

嘗

観

智

院

と

玉

の

井

観

音

堂

堂

よ

り

西

へ

行

ば

左

云

。

右

の

方

井

井

此

虞

よ

り

北

へ

の

方

少

等

也

。

ま

た

薬

師

堂
よ
り
西
二
行
ば

北
荒
誹

し
行
馬
繋
ぎ
。
井
而

華

蔵

坊

院

圭

防

〔

坊

〕

薬

師

堂

而

而
左

り

常

二

鎖

し

置

入

而

左

り

日

日

之
方
ニ

二
王

F

。
向
而

は

つ

か

橋

御

成

F

方

二

り

十

王

堂

親

鸞

井

等

有

。

少

し

う

井

歓

喜

天

庚

申

堂

護

摩

堂

則

三

拾

壷

オ

の

時

之

御

影

な

り

と

か

井

大

師

堂

や

云

偉

ふ

。

廻

廊

有

。

向

而

左

り

而

而

し

ろ

へ

廻

り

而

而

堂
有
。
聖
人
の
像
を
安
置
す
又
是
よ
り
三
四
丁
う
し
ろ
よ
り

上

〔

聖

〕

人

薔

跡

西

荒

神

る

也

。

是

よ

り

西

二

出

而

爪

先

上

り

二

壼

り

斗

上

り

而

巻
之
三

大

楠

四

五

株

有

。

此

よ

り

直

道

は

南

の

方

五

祉

明

誹

南

大

門

の

跡

／

有

。

此

虞

二

金

毘

羅

街

道

也

し

正
面

西

前

小

屋

善

女

龍

王

社

こ

ニ

＇ 

井

輪

蔵

勒

進

所

而

左

り

之

方

は
又
東
門
よ
り
入

井

井

西

南

常

行

堂

鼓

棲

跡

五

重

塔

髄

棲

而

て

に

二

小
川
二
懸
た
り
。

懺
悔
橋

渡
り
而
左
り

右

之

大

楠

下

馬

六

地

蔵

堂

東

荒

紳

法

心

橋

方

二

有

。

札

有

。

入

而

右

井

東

門

天

満

宮

芝

居

の

方

に

に

る
さ
ば

る
。
商
家
三
百
餘
軒
。

農
家
ま
た
入
接
り
に
し
春
秋
二
季
二
戯
演
有
。
頗
る
緊
榮
の
地
也
。

先
大
門
東
の
方
よ
り
の
順
路
を
し

と

云

と

云

り

。

屏

風

浦

白

方

村

有

。

是

に

四
國
遍
路
道
中
維
誌

海
岸
寺

略
し
ぬ
。

是
へ
行
而
打
ぬ
け
二
行
時
は
十
二
丁
に
し
而

と
云
る
寺
有
。
是
大
師
の
誕
生
所
也
。
因
縁
多
け
れ
ど
も
ニ

善
通
寺
町
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'呵';

丸
亀

七
十
六
番
金
倉
寺

知
證
大
師

筆
山

香
色
山
八
幡
宮

七
十
七
番
逍
隆
寺

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之
一

人
二
も
一
蓮
託
生
と
希
こ
と
し
か
り
。

｀
打
ぬ
け
是
よ
り
丸
編
へ
半
り
餘
二
し
而
道
場
寺
へ
行
二
よ
ろ
し
。
則
初
巻
に
道
場
寺
の
こ
と
は
く
わ
し
く
書
た
れ
ば
、
此
虞

に
て
筆
を
留
む
る
も
の
な
り
。
然
れ
ど

川

有

。

歩

行

渡

り

。

洪

此

村

二

浄

土

宗

之

等

中

津

村

顎

合

村

櫂

堀

光

明

庵

も

丸

編

ま

で

の

道

を

し

る

す

二

、

出

而

水

の

節

は

船

渡

し

有

。

御

堂

有

。

過

而

こ
と
は
前
二
し
る
す
故
し
る
さ
へ
到
り

丸
編

ず
。
し
ば
し
畑
道
を
過
て
よ
り
ぬ
る
也
。

ら
が
禿
筆
二
し
る
す
も
恐
多
け
れ
共
、
是
も
兎
に
角
其
震
験
を
感
ず
る
の
多
き
ま
A

し
る
し
、

詠

325 

一
度
流
覧
し
給
ふ

南
無
大
師
遍
照
金
剛
／
＼
と
筆
留
ぬ
者
也
。
賓
に
四
國
の
霊
場
我

菩
提
の
月
を
見
ま
く
ほ
し
さ
に

の

願
を
ば
佛
道
際
〔
隆
〕
二
入
は
て

A

な
れ
ど
も
認
萄
の
説
ま
A

を
し
る
し
置
ぬ
。
境
内

後
元
明
天
皇
の
時
と
い
へ
ど
も
時
代
甚
相
違
せ
り
。

井

有

な

り

。

其

餘

小

祠

、

大

師

堂

鎮

守

社

ニ

小

堂

等

多

し

。

従
ー
ー
金
倉
寺
一
壼
り
。
多
度
郡
加
茂
村
二
在
る
也
。
本
尊
は
薬
師
如
末
。
座
像
，
御
長

七
十
七
番
桑
田
山
明
王
院
道
隆
寺

戴
尺
五
寸
。
大
師
桑
の
木
を
も
て
小
像
を
作
り
此
腹
中
二
納
め
給
ひ
し
と
か
や
。
其

， ＼ 

扱

打

ぬ

け

に

し

て

越

へ

至

り

門

前

二

茶

店

有

。

止

宿

す

る

二

よ

ろ

桂

村

加

茂

村

而
し
。
二
王
門
入
而
茶
所
有
。
境
内
ひ
ろ
し
。

細
道
し
ば
し
行

員
言
加
持
の
不
思
議
な
り
け
り

詠

ま
こ
と
に
も
佛
法
僧
を
ひ
ら
く
れ
ば

ま

た

と

云

亭

有

。

香

色

と

云

有

。

古

歌

有

。

因

二

し

る

し

置

に

、

遊

月

亭

筆

山

下

二

山

二

併

〔

井

〕

而

苔

の

下

な

る

巖

の

け

し

き

を

。

十
八
ヶ
所
の
石
像
有
る
也
。

七
十
六
番
鶏
足
山
賓
鐘
〔
瞳
〕
院
金
蒼
〔
倉
〕
寺

（ご、）

本
尊
を
自
ら
刻
彫
而
安
置
せ
し
と
か
や
。
以
前
は
天
台
の
道
場
な
り
し
が
、
い
つ
と
な
く
員
言
二
愛
ゼ
し
と
か
や
。
ま
た
三
井

寺
よ
り
も
前
二
大
師
建
立
ま
し
ま
セ
し
よ
し
也
。
則
智
證
大
師
は
弘
法
大
師
の
甥
二
常
る
よ
し
聞
侍
り
け
る
。
如
何
な
る
こ
と

し
也
。
境
内
二
萩
多
し
。
風
景
妙
也
。
ま
た

二

其
外
二
小
祠
、

鎮
守
祉

小
堂
有
る
也
。

道
よ
ろ
し
。

匹
七
十
五
番
試
十
丁
。
本
尊
薬
師
如
束
。
御
長
一
尺
八
寸
。
坐
像
也
。

智
證
大
師
誕
生
之
所
也
と
か
や
。
ま
た
寺
も
智
證
大
師
建
立
ま
し
／
＼
而

な

り

け

る

や

。

ま

た

寺

を

通

善

寺

と

も

云

る

よ

井

と

て

祉

有

。

大

師

堂

詞

利

帝

母

出

現

の

地

井
而

し
。
し
ば
し
行

是
よ
り
山
隙
〔
際
〕
つ
た
ひ
に
金
毘
羅
へ
五
十
丁
゜

ま
た
次
二
行
に
も
道
す
じ
よ
ろ

詠

四
國
遍
路
道
中
維
誌

本
社
は
、
仲
哀
、
肺
功
、
應
紳
天
皇
之
三
帝
を

香
色
山
八
幡
宮

祭
り
、
左
右
二
大
師
之
双
親
を
祭
崇
す
る
也
。

わ
れ
す
ま
ば
よ
も
き
え
は
て
じ
ぜ
ん
つ
う
寺

の
り

深

き

誓

の

法

の

と

も

し

火

聞
ま
4

二
し
る
し
置
。
ま
た
此
山
中
二
四
國
八

筆
山
二
か
き
の
ぼ
り
て
も
こ
へ
る
哉 324 
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てふ

半
田
町

煙
草
を
諸
國
へ
賣

出
す

箸
蔵
谷
崖

海
内
無
比
の
悪
険

紳
護
山
箸
蔵
寺

十
二
脚
定

等
蔵
村

金
毘
羅
町

四
國
遁
路
道
中
雑
誌
巻
之
一
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を
西
二
出
て
谷
川
二
添
て
行
こ
と
凡
四
り
半
斗
の
間
は
、
雨
岸
小
村
多
く
農
家
樵
戸
た
え
ま

金
毘
羅
町

な
く
打
ツ
ゞ
き
て
住
り
。
是
よ
り
坂
を
上
る
こ
と
壼
り
斗
に
し
而
峠
二
致
〔
到
〕
り
、
こ
4

に

有
。
是

標

柱

阿
州
三

好
郡
、
讃
州
那
加
郡
之
境
な
る
べ
し
。
此
虞
よ
り
西
北
を
望
め
ば
谷
間
博
ひ
に
讃
州
を
見
、
東
南
を
見
る
時
は
阿
州
三
好
郡
を

眺
望
し
、
吉
野
川
白
波
を
湛
え
て
其
美
い
わ
ん
か
た
な
し
。
此
川
の
向
に
は
靱
山
、
祖
谷
、
市
中
の
山
々
波
滸
を
捲
束
る
が
ご

と
く
、
其
奇
中
々
紙
筆
に
つ
く
し
が
た
し
。
此
峠
づ
た
ひ
半
り
斗
行
て
人
家
こ
4

か
し
こ
を
隣
と
な
し
て
住
り
。
是
を

と
云
り
。
三
好
郡
な
り
。
人
家
二
十
餘
軒
。
田
少
し
も
な
く
畑
の
ミ
に
し
而
侍
〔
傍
〕
ら
木
地
を
挽
、
ま
た
木
履
を

箸
蔵
村

作
り
、
其
平
日
之
喰
と
す
る
虞
は
稗
、
栗
〔
粟
〕
、

さ

ら

あ

く

じ

き

の
賓
を
谷
川
に
瀑
し
用
ゆ
。
其
喰
海
内
無
比
の
悪
喰
と
も
云
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
藍
其
外
木
地
等
二
而
産
物
多
き
が
故
に
人

家
何
れ
も
富
り
。
ま
た
其
虞
に
而
耕
出
せ
る
大
委
は
平
日
之
喰
に
あ
て
ず
。
却
而
他
邦
二
賣
出
す
。
是
を
以
て
其
萬
事
を
見
る

べ
し
。
又
此
邊
り
よ
り
市
町
二
出
る
こ
と
賣
も
の
買
も
の
を
す
る
に
は
皆
讃
州
二
出
る
こ
と
也
。
又
此
村
よ
り
廿
八
丁
下
り
吉

野
川
の
邊
り
二
至
れ
ば
、
皆
土
人
半
田
市
、
別
市
へ
出
而
賣
買
す
。
其
持
行
品
を
見
る
に
姻
葉
を
多
く
持
行
け
り
。

又
土
人
の
常
に
服
す
る
も
の
は
麻
に
而
織
し
も
の
の
ミ
也
。
土
地
麻
を
多
く
産
す
れ
ど
も
其
品
到
而
悪
し
。
又
男
女
の
風
俗

は
金
毘
羅
の
市
二
近
き
が
故
二
到
而
風
俗
よ
ろ
し
く
見
ゆ
。
廿
八
丁
坂
を
下
り
而
川
邊
二
到
れ
ば
風
俗
又
野
郡
な
り
。
扱
村
を

.
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ニ
到
る
。
此
寺
近
比
燒
失
到
〔
致
〕
し
而
俣
堂
な
り
し
が
、
土
地
樹
木
多
き
が
故
に
猜
分
大
寺
也
。
本
堂
本

紳
護
山
箸
蔵
寺

尊
薬
師
如
束
。
弘
法
大
師
御
作
に
し
而
脇
立
井
二
十
二
紳
は
後
世
添
し
も
の
な
り
と
。
未
だ
燒
失
後
な
り

扱
此
寺
を
金
毘
羅
の
奥
院
と
云
偉
ふ
も
の
如
何
な
る
ゆ
え
ん
ぞ
。
聯
か
因
を
聞
こ
と
な
し
。
土
人
云
博
ふ
。
讃
州
金
毘
羅
之

日
々
之
御
供
二
用
る
慮
の
箸
皆
此
寺
の
奥
院
崖
二
来
る
よ
し
偉
ふ
。
然
れ
ど
も
其
説
如
何
に
も
審
〔
語
〕
敷
ぞ
覺
け
り
。
又
近
年

の
こ
と
な
り
と
。
二
月
、
三
月
、
六
月
、
十
月
十
日
、
金
毘
羅
の
祭
後
十
二
日
二
此
寺
祭
證
を
な
し
而
世
間
よ
り
参
詣
郡
〔
群
〕

集
を
な
す
。
余
も
六
月
十
日
金
毘
羅
の
祭
よ
り
十
一
日
二
此
村
二
到
り
、
止
宿
し
而
十
二
日
二
此
寺
二
到
り
し
が
道
俗
郡
〔
群
〕

集
し
た
り
。

寺
よ
り
不
浄
除
の
守
を
出
す
。
是
を
頭
に
は
さ
ミ
て
本
堂
の
前
な
る
谷
二
添
而
下
る
二
、
谷
の
流
な
る
左
右
二
石
像
の
十
二

誹
有
。
是
を
拝
す
る
を
十
二
祠
定
と
琥
。
下
る
こ
と
凡
七
八
丁
に
し
而
谷
二
三
丈
斗
の
鐵
鎖
を
懸
た
り
。
是
に
す
が
り
て
下
る

壼
間
二
三
間
斗
の
小
堂
を
懸
臣
の
上
に
建
懸
た
り
。
是
よ
り
し
て
向
方

蓬
拝
所

な
る
臣
に
有
る
五
丈
八
尺
の
瀑
布
を
拝
す
。
此
傍
に
樹
木
陰
〔
隠
〕
れ
に

有
。
是
を
拝
す
。
則
本
尊
は
蔵
王
櫂
現
な
る
よ
し
。
其
景
次
に
圏
す
る
が
ご
と
く
陰
森
た
る
景
中
二
紙
筆
二
つ

箸
蔵
谷
屋

く
す
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
又
此
虞
に
行
こ
と
一
年
中
継
三
月
、
六
月
、
十
月
の
十
二
日
の
ミ
の
三
日
を
限

る
。
寺
に
か
え
り
て
護
摩
供
有
。
翌
日
下
り
て
半
田
の
方
へ
到
る
。
九
折
廿
八
丁
。
嶋
賤
中
々
筆
朕
す
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

三
好
郡
二
有
。
人
家
三
百
餘
軒
。
商
戸
、
農
家
入
接
、
姻

扱
是
よ
り
吉
野
に
そ
う
て
下
る
こ
と
四
り
に
し
て
半
田
町

卿
を
多
く
刻
諸
國
へ
う
り
出
す
也
。
土
地
田
少
し
。
畑
多

こ
と
又
六
七
丁
に
し
而

し
か
ば
護
摩
堂
井
大
師
堂
も
皆
本
堂
中
二
相
殿
と
す
。

行
こ
と
し
ば
し
に
し
て
す
ぐ
に
金
毘
羅
山
の
奥
院
と
い
へ
る

附

録

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

＇ I' ，＜ ； 

芋
、
廿
薯
、
馬
鈴
芋
、
其
餘
橿
の
賓
、
楢
の
木
の
賓
、
七
葉
樹 326 



→t ←, 

市
中
村

七
段
瀧

怒
鼈

見
残
シ

此
虞
二
は
六
月
十
六
日
夜
よ
り
十
八
日
迄

し
。
越
而
十
五
六
丁
斗
に
し
て

鳴

瀧

怒

鼈

ま
た
是
よ

し
ば
し
谷
二
添
て
上
り
、
道
よ
り
下

329 

と
い
へ
る
慮
有
。
是
よ
り
吉
野
川
を
渡
り
半
二
到
る
。
此
慮
ま
た
山
の
こ
4

か
し
こ
に
家
居
し
て
田
な
く
畑

辻

猿

飼

村

り
斗
坂
道
を
上
り
て
山
の
端
道
し
ば
し
行
て
斗
也
。
人
家
は
凡
三
四
十
軒
斗
も
有
や
う
二
思
わ
る
。
是
よ
り

と
い
へ
る
虞
有
。
此
虞
雨
岸
よ
り
巨
岩
差
出
た
る
其
か
た
ち
鼈
の
ご
と
き
虞
に
、

入
る
。
其
音
法
螺
の
音
の
ご
と
し
。
其
雨
岸
緑
樹
陰
森
と
し
て
其
物
寂
し
き
こ
と
云
わ
ん
か
た
な
し
。

り
し
て
谷
川
添
棧
道
又
は
懸
里
を
行
こ
と
凡
二
十
丁
斗
に
し
て

上
の
方
よ
り
落
く
る
水
此
間
ニ

と
云
二
到
る
。
是
ま
た
次
二
圃
す
る
ご
と
し
。
其
高
敷
十
丈
の
岩
面
二
幅
ハ
壼
丈
餘
。
高
凡
十
（
丈
）
餘
な
る
が
七

段
二
な
り
て
落
る
な
り
。
故
土
人
は
是
を
七
段
瀧
と
云
り
。

物
寂
し
き
慮
也
。
此
瀧
の
下
二
ま
た
石
有
3

此
上
を
飛
行
二
其
上
段
は
其
影
の
上
二
も
落
か
4

る
や
う
二
覺
へ
て
頗
る
物
す
ご

人
家
五
六
十
軒
。
山
の
こ
4

か
し
こ
に
人
居
す
。
田
無
畑
斗
に
し
而
平
日
の
喰
は
委
の
ミ
を
用
ゆ
。
又
楢
の
木
、

橿
の
木
の
質
を
多
く
水
二
ひ
た
し
置
用
ゆ
。
衣
類
は
皆
麻
を
用
ゆ
。
此
邊
り
二
南
源
内
と
申
強
力
の
人
の
家
孫
有

市
中
村

し
と
か
や
。
谷
二
添
て
行
こ
と
二
り
斗
。
此
間
谷
の
雨
岸
二
こ
A

か
し
こ
人
家
在
。
し
ば
し
行
而
よ
り
靱
山
の
裏
山
二
上
る
二
、

ア
キ

九
折
凡
口
百
丁
斗
道
無
如
き
虞
又
は
瞼
棧
を
行
而

と

い

へ

る

方

二

出

る

。

此

虞

籠

堂

一

宇

有

。

な

と

い

へ

る

寺

よ

り

僧

到

り

て

相

詰

、

其

十

六

る
日
の
夜
は
村
々
の
先
逹
共
皆
是
二
致
〔
到
〕
り

祀

谷

村

圏

輻

寺

て
、
終
夜
念
佛
を
唱
え
て
相
つ
む
る
也
。
又
十
八
日
過
れ
ば
十
九
日
二
は
早
々
下
る
也
。
余
は
箸
蔵
寺
よ
り
辻
村
二
出
而
、
十

四
図
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之
三

此
壼
丁
斗
も
近
き
邊
り
二
行
や
沫
泡
衣
を
浸
し
て
甚

し
。
麻
、
姻
葉
を
多
く
産
す
。
此
慮
よ
り
井
て
少
し
上

こ↑ジー：
e
／
三
誓

、こ
0
[
'
塁

3
募
誓
"
,
｀
鼻
翌

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

328 



，9，茨§1

竺
墨
斎
／
し
祐
り
乞

一

f
-
l
 

J
 

[
 

＼
 

J
'
 
＊
 

こヽ
[
(
必

/

-

l

”

l

 

啄

．

｀
 

/
 

f
 
＇ 

＼

ヘ

、
も
入

“
 

／ 
甲之三龍段七

四・

冒

叶／／
胃
夏l,'・ 1(-~一、＼

r 1, げ噂不、＼
(J 1 |1/ d”/¥l＼尻＼

i ［州乱,1-.
↑i 勺‘シ'l.11|¥，l□¥ 

l, （ヽ， 1-鼻、'、l'，立三

331 lー ・万‘デー／Iノ鼻1-I A1、

』̀.. 令·9
~
·
9
:
~
9
:
9

・
を
：
~
し
~
~
・
~
」
L

ヽ
9
,

；'‘•. 
~
 

｀
 

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

て、

330 



祖
谷
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山 素
扱

も
今
は
無
し
と
云
り
。

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

山
を
禁
ず
る
也
。
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五
日
猿
飼
村
二
止
宿
し
十
六
日
二
此
虞
に
末
り
籠
り
た
り
。
個
年
と
も
二
漸
此
三
日
の
ミ
参
詣
を
免
る
し
、
其
餘
は
か
た
く
登

祖
谷
山
と
云
は
美
馬
郡
二
有
。
則
此
靱
山
の
西
二
営
り
豫
州
の
境
二
嘗
る
。
四
國
第
一
番
の
邊
郷
也
。
余
は
此
村
二
は
到

ら
ず
。
土
俗
の
説
を
聞
に
、
此
村
二
安
徳
天
皇
の
潜
幸
ま
し
ま
せ
し
奮
蹟
と
い
へ
る
も
の
有
り
と
。
則
此
虞
二
而
文
治
二

年
正
月
元
日
二
崩
御
ま
し
ま
せ
し
と
。
然
れ
ど
も
帝
の
崩
御
の
日
と
世
二
博
ふ
は
壽
永
四
年
三
月
廿
四
日
と
偲
ふ
也
。
又

此
邊
り
の
薔
家
二
帝
の
旗
な
り
と
云
も
の
を
一
流
持
博
ふ
。
其
旗
二
中
二
八
ま
ん
大
菩
薩
、
左
り
二
厳
島
大
明
肺
、
右
ニ

上
二
字
は
不
＞
分
と
も
下
二
大
明
肺
の
三
字
ほ
の
か
に
見
え
た
る
も
の
を
偲
え
た
り
。

然
れ
（
ど
）
も
其
色
紅
き
こ
と
少
し

又
此
邊
り
二
門
脇
宰
相
國
盛
卿
の
玄
孫
と
い
へ
る
も
の
も
有
よ
し
。
是
は
則
門
脇
中
納
言
赦
盛
卿
の
二
男
な
り
と
ぞ
。
又

三
好
郡
貞
廣
村
二
帝
の
陵
な
り
し
と
云
も
の
有
。
今
は
祠
を
建
て
若
宮
大
明
紳
と
稲
ふ
。
ま
た
牢
の
誹
と
も
稲
ふ
也
。

ま
た
祖
谷
山
な
る
圃
祠
寺
は
、
古
し
え
紳
爾
〔
璽
〕
寺
と
腺
し
と
か
や
。
近
世
圃
輻
寺
と
改
め
し
よ
し
等
申
偉
ふ
。
此
寺
之

過
去
帳
二
肺
爾
〔
墓
〕
和
尚
と
云
名
有
し
と
云
偉
え
し
が
、
余
は
市
中
よ
り
直
二
見
残
し
二
上
り
し
か
ば
此
寺
を
残
せ
し
ぞ

遣
恨
な
り
け
り
。

是
よ
り
ま
た
朝
早
く
、
恐
ら
く
未
だ
十
七
日
の
朝
月
夜
か
た
ぶ
き
し
ば
し
と
思
ふ
比
よ
り
、
皆
飯
喰
ま
た
は
委
粉
等
を

喰
し
て
、
上
る
こ
と
三
十
丁
斗
の
間
は
九
折
甚
難
儀
な
り
し
が
、
其
よ
り
平
山
の
や
う
二
な
り
て
道
も
大
二
ら
く
二
な

り
け
れ
ど
も
、
只
壼
ケ
年
二
只
三
日
の
ミ
の
事
な
れ
ば
、
あ
る
か
無
か
の
熊
笹
原
を
わ
け
て
行
二
、
凡
四
十
丁
斗
と
思
ふ
比
は

樹
木
と
て
も
無
、
只
熊
笹
の
ミ
に
し
て
四
方
の
眺
望
も
よ
ろ
し
。
是
を
行
こ
と
半
り
斗
に
し
て
此
道
す
じ
を
裏
山
と
云
也
。

巻
之
三

332 
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0で疇虹

小
ぼ
け

琵
琶
ヶ
揺

か
つ
ら
稲

大
ぼ

it

加
盛
山
見
ゆ

九
十
九
ヶ
慮
の
瀧

花
畑

錬
山
大
梱
現

四
園
遍
路
道
中
雑
誌

じ
た
る
に

巻
之
三

身
も
は
い
か

4

る
心
地
こ
そ
す
れ

見

る

か

ら

に

わ

た

る

も

い

や

の

か

つ

ら

ば

し

桃

ほ

ろ

／

＼

雨

に

も

水

ま

さ

り

て

や

阿

波

春

苗 芳

い
や
高
く
聞
ゆ
る
瀧
の
琵
琶
の
音
の

い
と
お
も
し
ろ
き
琵
琶
の
口
っ
せ

浪

花

桃

苗

邊

り

に

は

た

え

ず

平

家

の

も

の

が

た

り

つ
ら
さ
も
無
り
し
が
、

本
社
小
き
石
の
祠
也
。
祭
所
安
徳
天
皇
の
御
太
刀
を
置
と
云

姻
山
大
櫂
現

博
ふ
也
。
ま
た
是
よ
り
し
て
南
二
少
し
隔
り
て
小
き
谷
を
越

た
し
と
。
是
よ
り
ま
た
少
し
山
二
上
り
て

井
帝
、
神
爾
寺
二
い
ら
せ
給
ひ
し
時
に
法
華
八
巻
を
奮
寓
し
給
ひ
し
。
入
水
之
軍

二

祉

櫂

現

経

塚

而
卒
一
門
の
為
に
此
虞
二
納
め
給
い
し
と
云
博
ふ
。
井
而
少
し
の
谷
の
あ
な
た
に

此
虞
に
は
四
時
と
も
二
さ
ま
人
＼
の
草
花
有
と
。
別
花

愁
る
人
二
瞼
多
し
と
。

表
山
別
常
龍
光
寺

折
と
は
云
な
が
ら
に
、

と
い
へ
る
清
水
有
。
此
水
四
時
と
も
二
涌
出
る
。
参
詣

お
し
き
水

の
人
竹
の
筒
を
持
行
て
皆
是
に
入
蹄
る
也
。
痔
浸
等
を

と
い
へ
る
も
の
有
。
入
る
こ
と
凡
七
八
軒
〔
間
〕
。

不
動
の
窟

皆
松
明
を
用
而
入
る
也
。
少
し
下
り
而

是
ま
た
六
月
十
六
日
、
十
七
日
、

也
。
員
言
宗
に
し
而
弘
法
大
師
之
開
基
な
る
よ
し
。

平
地
有
。

花

畑

等
其
外
名
所
敷
十
ヶ
所
有
る
也
。
又
峯
よ
り
西
南
を
眺
め
ば
加
霙
山
と
て
高
山
見
ゆ
。
此
山
は
土
州
境
也
と
。
是
―
ー
は
九
十
九

燒
山
寺
の
山

佛
飯
を
も
り
し
如
く
二
見
ゆ
る
也
。
さ
れ
（
ど
）
も
是
よ
り
谷
す
じ
を
下
り
行
ば
十
賦
り
有
り
と
聞
り
。
是
二
而
此
國
の
廣
き
こ

扱
余
は
是
よ
り
ま
た
猿
飼
村
二
蹄
る
に
、
寺
よ
り
本
道
を
下
り
て
寺
よ
り
左
り
山
二
入
而
猿
飼
村
二
蹄
る
。
賓
二
此
行
よ
き
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五
月
廿
八
日
豫
州
石
槌
山
に
登
り
、
六
月
十
二
日
箸
蔵
寺
へ
参
詣
致
し
、
又
此
日
靱
山
登
る
こ
と
賓
ニ

佛
縁
と
も
云
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
其
お
し
む
べ
き
は
祖
谷
山
二
入
ら
ざ
り
し
と
伽
盛
山
二
行
ざ
り
し
と
は
、
如
何
二
も
残
念

肥
前
平
戸
寓
居
の
時
に
紛
失
到

〔
致
〕
せ
し
が
如
何
に
も
残
念
二
ぞ
覺
け
り
。
然
れ
ど
も
其
日
記
と
す
べ
き
一
巻
二
よ
り
て
此
度
此
三
巻
を
綴
て
、
又
境
内
之
圃

等
は
石
に
こ
し
か
け
道
傍
二
仔
立
し
而
圏
せ
し
を
抄
娼
し
而
．
此
地
二
ゆ
か
り
を
結
バ
ざ
る
道
俗
男
女
の
為
に
も
と
し
る
し
置

又
土
人
の
云
に
、
此
祖
谷
山
二
は
祖
谷
の
懸
は
し
と
て
、
元
面
田
と
申
地
二
此
向
の
山
鹿
よ
り
彼
向
の
断
崖
二
、

木
を
渡
し
而
往
束
す
る
地
等
も
有
よ
し
。
其
又
麓
に
は
州
ぼ
庄
ど
申
て
柴
も
て
懸
た
る
橋
等
も
有
よ
し
。
其
餘
琵
琶
ヶ
瀧
、
井

ニ
か
つ
ら
橋
と
云
有
と
。
此
か
つ
ら
橋
は
敷
十
丈
深
き
谷
の
上
に
纏
二
條
の
藤
か
つ
ら
を
引
渡
し
、
此
か
つ
ら
に
木
を
ニ
ッ
わ

り
二
し
而
其
を
こ
A

か
し
こ
と
、
壼
尺
間
位
に
是
を
結
つ
け
た
り
と
。
此
邊
り
之
人
は
柴
を
負
薪
を
荷
て
此
橋
を
渡
る
に
何
の

他
村
よ
り
行
し
も
の
は
中
々
此
橋
を
渡
る
こ
と
を
や
う
到
〔
致
〕
さ
ゞ
り
し
（
と
）
か
や
。
其
邊
の
事
を
詠

一
本
の
大

も
の
也
。

と
ぞ
覺
゜

其
上
此
邊
り
を
歩
行
し
〔
之
〕
時
聞
た
り
、

又
は
見
た
る
景
等
を
圏
し
た
る
巻
を
、

II 

と
思
ひ
し
ら
る
。

ま
た
此
境
内
よ
り
東
を
望
む
に
、

十
八
日
の
三
日
の
ミ
こ
4

に
末
り
、
其
餘
は
麓
二
下
り
而
住
す
る

希
代
の
山
な
り
と
か
や
。

ヶ
慮
の
瀧
有
る
由
也
。
賞
二
是
よ
り
下
る
こ
と

扱

五
十
八
丁
に
し
而

ま
た
少
し
行
而

又
下
り
て
し

鎖

輝

定

御

手

洗

鉢

ば
し
行
ニ

瑯
躊
多
し
と
。
是
よ
り
ま
た
大
靱
山
の
下
二
束
る
に

と
い
へ
る

目
先
達
に
案
内
を
乞
ハ
ざ
れ
ば
一
々
し
れ
が

と
い
へ
る
社
有
。

十
柄
の
灌
現

す
こ
し
下
り
て

井

井

一

ノ

森

櫂

現

ニ

ノ

森

櫂

現

十

て

て

の
社
有
。
此
餘
山
中
二
は
八

小
朗
山
櫂
現

十
五
末
社
有
と
。
其
敷
、
名

四
國
遍
路
道
中
維
誌
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姻
山
の
石
楠
木

旅

行

手

記

中
園
路
、

（
の
一
部

九
州
路
）

平
家
、
源
氏
二
追
ハ
れ
て
世
を
避
し
も
ま
た
惑
涙
を
催
す
の
た
ね
ぞ
か
し
。

等
聞
待
る
ま
4

し
る
し
置
も
の
也
。

ま
た
此
靱
山
二
石
楠
木
多
し
。
余
等
上
り
し
比
未
だ
山
上
は
花
の
盛
な
り
し
が
、
其
上
紅
を
畳
ミ
頗
る
風
景
よ
ろ
し
く
見
え

た
り
け
り
。
餘
二
は
熊
征
の
ミ
に
し
而
嶺
上
二
は
見
二
常
る
も
の
な
し
。
又
四
國
の
山
々
よ
く
見
え
、
石
槌
山
も
あ
れ
な
り
と

指
さ
し
示
さ
る
4

に
雲
間
二
突
出
し
て
頗
る
高
く
そ
び
え
た
り
。
賓
二
飯
場
と
云
二
も
あ
ま
り
有
け
り
。
ま
た
か
4

る
慮
ま
で

い

ゆ

き

は

ゞ

か

る

ミ

ね

の

か

け

は

し

心

な

き

雲

こ

そ

わ

た

れ

鳥

す

ら

も

四
國
遍
路
道
中
維
誌
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